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工学部の歩み

工学部長小島治幸

１．エ学部の設立と黎明期

工学部は、昭和42年４ノヨIに設立された。その設立趣旨は、福原学|Ｈ１60周年記念誌によると「昭和40年代

に入り、日本経済が急成長していく111、技術系大学への進学希望者が増加。加えて、発展箸しい北九州市

工業界からの年来の要iii!}に応え、商度な工業技術に長じた技術者を育成するため、昭和41年９月に工学部

(機械工学科・電気工学科・土木工学科・建築学科、入学定員各学科60名)の設慨認可を申請した」と記さ

れている。昭和41年11月には、新校舎の工学部本館(第２学舎、鉄筋４階建)が竣工し、昭和42年３月に設

置の認可を得て、同年４月に「工学部」が開設された。表－１に工学部に関連した出来事と歴代工学部長を
示す。

設椴した４学科は、日本経済の高度成長に伴い、あらゆる産業の母体となる機械技術者や電気技術者、

社会基盤等の整備に求められる土木技術者、商用ビル・マンション・個人住宅等の諦要拡大に求められる

建築技術者の人材需要に応えるものである。

工学部は実験・実習をⅢ楓するため、工学部本館には電気関係(－･部建築関係を含む)の実験室が幣備さ

れた。併せて、学部1%I設年の８月に、機械関係と建築'111係の実験・実習機器等をIiiiえた第３学舎(鉄骨平屋

建て)、機械関係、建築llL1係及び土木|H1係の実験・実習機器を備えた第４学舎(鉄骨平屋建て)が竣工した。

工学部の学年進行に伴う学生の収容および施設・設備の充実を図るため、工学部の完成前年度となる昭和

44年の８月には、鉄筋四階建ての第５学舎が竣工した。１階には機械、二'二木、建築の各学科の実験室、２

階には物理化学実験室、機械工学科の実験室、研究室、３．４階には製図室、識義室、研究室を設けた。

さらに、昭和45年４ﾉｰIに第６学舎(木造平屋建て)、昭和48年５月に第７学舎(木造平屋建て)が竣工し、

土木関係の実験室が集約された。両学舎は、昭和63年７月、土木実験棟(鉄骨平屋建て)に改築され、平成

２年３月に増築（鉄骨2階建て）された。昭和49年度より入学定員が各学科80名に墹員されることになり、

その対処のため、昭和48年７月、鉄iijii41階建ての第８学舎が竣工した。１階から３階が講義室、辿築製図

室、研究室、４階が大iMIf義室、建築学科の実験室からなり、建築ljLl係がこの第８学舎にまとめられた。

２．環境化学科と開発学科の増設

日本の商度経済成長に伴い、重工業都市として発展してきた北九州TlTは、職業病の予防、労働者の健康

管理等、産業医学の教育のため、昭和53年４月に産業医科大学の|刑校を予定していた。本学園は、産業医

科大学が近隣に設置されるのに合わせて薬学の教育研究体制を計画した｡昭和50年７月に｢薬学部本館｣(鉄

筋陸屋根８階建て)の新築工事に着工し、昭和51年９月に竣工した。薬学部設置のための施設・設1Mが整備

された後、昭和52年７月に薬学部識Iifl認可W1請を行った。しかし、「政令都市抑lliII」の時限立法により、

薬学部の設置を断念することとなった。

薬学制断設を成し得なかった本学は、高度経済成長によって工業界が目覚し<発展していた反面、深刻

な公害MH題が起こるといった社会的背躍を受けて、１１１M和53年６月、工学部に環境化学科(入学定員40名)と

開発学科(入学定員40名)の設置をfl;IﾎﾟiIL、１２月25Elの認可を経て、狸54年４月に環境化学科とＩｌｉ１発学科を

増設した。環境化学科は、環境問題を生物学・化学的分野から探求し、地球の生態系にとって快適な自然

環境を(iIl造することを目的とした。一方、開発学科は、工業的な見地から環境問題に取り組み、地球の環

境を保全し、良好な環境を創造しながら国二'二を開発していくことを目的とした。
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表－１工学部に関連する主要な出来事と歴代の工学部長

３．九州共立大学大学院の設置計画

」二学部は、１１冊和42{1：の１%１，没以来、教育研究体↑11の充実を図０，ますます高度化する１２業技術に対応する

大学院の,没ivlの準備が整ったと|ﾋﾞﾘ断した。今後の,商i等数行においでr2部・大学院-11教育により、広いＭＪ

野に１ｋち総合r19な判断ができる優秀な人材を育成するため､機械系を柱とする機械システム工学Vj〔攻(人学

定員５名)､1U気系を１１－１心とするＴＵｒ情報システム|:学くり攻(入学旭Li5名)およびI:水系を１１｣心とする述i没

システムI:'1A(Ij(攻(人学定Ｌｉ５１'１)の三ＪjK攻からなる人学院工'脚Ｉ{究科修士課稗の,没ｌｌｆｌ１ｌｌＩ満について、、１A成

４年６)二1に文部省と事前協,猫を行った。その''1で、文部省から・ｲﾄﾞ延l0lを打診されるなど、かなり厳しい

状況にあることから、設iiWIllIiI1iを延期することにした。さらに、、「成７年６月に文部省から３項'-1の行政

指導を受けたことにより、ノ嘩院の設置ｌＩＩ１ｉｉｌｉをIIil延延期せざるを↑(}なくなった。

平成11ｲ1(luiのＩｌ１ｌｉ助令復１１Ⅱ)を1,|<Lたした理11｛会は、新規事業の解禁を受け、到来する私学の冬のⅡ#代へ|【,]け

て既に進めておかなければならない教育改jY1がｋきく立ち遅れているため、その迦れを111期に取りﾉﾊﾞすこ

ＫｗｓかLノパリo"ｆｓＵＬﾉﾉwUP'sﾉﾉﾂﾞ
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年代 -i：姿な川Ⅲ(`!【 [学部長

S、、l２Ｉ１Ｈｌｌｌ
・工学部機械I:'圷１．１１i弧工学科・_l:木［'１A科・述築学科のｌ学科Ⅱ'11Mｋ（人

'ｉｆ定員各学科6ｏｆ}）
未光俊介馳授（機械工学科）

S、４４１１{８１１ ・第５学脅が竣］

Ｓ `ｌ８ｉＩｉ７ノ１ ・第８学行が雄１

Ｓ 4(lII2lノ１ ・人学定L1が行Ｊ１ 科８０名に増、

Ｓ 5lflZ4jl ・西窮Ｉ学行が蝿I： 岡崎--：：馳授（戦養教室）

Ｓ ５１年.１１１ ・工学部にI}}1発'拝１・瑚境化学科の２'i全科をjｎ世

Ｓ ５５年.1１１ 上滝具ｆ１孜授（櫛械ｒ学科）

Ｓ (ｊｌｌＩ（１）１ 諌早幸ﾘl馳授（-k木工学科）

1１ 21F`1１１ 長弘雄次我侭（1z木工学科）

IL4年`1)Ｉ ・大学院]:学研究ﾄﾞ:}帷'二`狐狸のiilkfHlIllillのi1IllllilII1蛤 三石旧雄数授（機械_L学科）

Ⅱ、５年．1１１ 粟谷陽一戦授（Ⅲ1発学科）

１１．６年ｲノノ 田代ﾜj『i]孜授（瑚境化学科）

}１７年()）Ｉ ・大学院の微微'１１`}/Iを延期

H、９年1２１１ ・深桝館が雄l：（７）1） 微勝散救授（Yuh(Ｌ学科）

11．ｌｌＩＩｆｌｌｌ 島野澗孜栂（上木上学科）

Ⅱ、ｌ３ｆＩｚｌ）１

・大学院工学Iﾘﾄ究科艦l課稗転識間、ﾊｳﾂfiIli繊授、Ｌ学研究科1史に枕任

・fIi気-1:学科どr1il（(11ij2hI偶l工学科に、Ｉ１Ｉｌｌｉｒ拝:Ｉを地域瑚境ｼｽﾅﾑI:'秤:Ｉに名

称猛変更

・九州共立大学総合１Ｊ}殉ﾘii詔！｢置・藤井邦ﾉ《敬授、所長に枕(Ｉ

１１．I5flHIll
・ノミ学院工学研究科後101kﾘｰﾋ課程ど`i蝦（

・能智紀台数授、総合研劾折艮就'１
黒田派if;乳授（地域環境ｼｽﾃﾑI:ｷﾞﾄﾞ1）

Ⅱ、１７(|:.I)１

・ＩＨＩ械工学科、ilin腿(愉親T:学科通$;ＩMII上

・メカｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ学科、１１１１報学科毬開設

。－t木工学科を都lljｼ万ムエ学科に、地MilW境ｼｽﾃﾑ1ご学科を勵填ﾘｲｴjﾉｽ’１内科に、

環境化学科ど'１i命物ＴＩ化学科に名称そ変虹

・前田良ﾉj歎授l:'綱{究科長

宇野jEiI1ﾉ《救授（機械Ｔ学科）

Ⅱ、ｌ９ｆＩ２４）１

・ｉｉｉ;市ｼｽﾃﾑｴ'秤1と瑚境-ｔ木工学科にfl称と窪1匹

・疏境ｻｲsロス学科、’Ｍｎ物闘学科を騨雌伜1k

．』'１地文山孜授、Ｉ:'細}究科長に就(［

・常人端夫孜授、総合研究所長に枕{［

小K､治瀧孜授（都市ｼｽﾃﾑT:学科）

Ⅱ、２()(Ｉ ､1１１ ・メカｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ学科、Ｗｌ慨学科、瑚境Ｉ 木1:'jA科、ｉ腱築学科を弊災伸I1z

I{、２１年1１１
・工学研究科hﾘl錘191『測程機械flijﾂｽﾅﾉﾕ'jﾑ(V攻、環境・都ｌ１ｊｼｽﾅﾑ１２学1V攻

を募集惇1t

・尾道述二歎授、総介研殉i｢7反に就任

11．Ｚ２ｌＭｊｊ
。Ｉ

iｌ

学研究科NilsIiii1U1搬樫機械2ｋ厳ｼｽﾌﾟﾑ［'１４１V攻、rIi子↑,１１剛I:'１忽V攻、都

ｼ万ムエ学Ili攻、１W境ｼｽﾃﾑ学専攻とIiulWI上
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とが当面の最重要課題であるとして、平成12年から九州共立大学では大学院1芝学研究科の設置を最優先課

題として教育改革を推進していった。

４．九州共立大学大学院工学研究科の開設

たびたび設置申請の延期を余儀なくされた大学院工学研究科修士課程の設置について、学園創設者の描

願でもあったこと、本学がハイテク産業部｢liを目指す北九州iljに位置していること、同市内に工学研究科

を持つ大学が－校のみであること、国際化に対応して留学生の大学院進学を可能にすること等を工学研究

科の設置理由として、平成12年７月に設置認111を申請した。９月末の実地調査を経て、１２)]21日付けで設

置認､lを得て、大学院工学研究科は平成13年４月に開設された。

工学研究科修士課程は、下学部を基礎として表－２に示す４専攻からなる。

表－２大学院工学研究科修士課程の概要

工学研究科修士課程を修了後、引き続き博'三課程へ進学できるように、平成14年６)I、工学研究科博士

後期課程の設置を協議し、１２月19Ｈ付けで設置の承認を得て、平成15年度から博1二後期課程を開設した。

これに併せて修止課程を博士前期課混に改めた。博士後期課程は、以下の２V/攻からなる。

（１）機械・電子システムエ学専攻(入学定員２名）

本専攻は、博士前期課程の機械生産システム下学専攻と電子情報工学専攻を融合し、物性機能システム

領域、生産ｉｌｌＬシステム領域およびエネルギーシステム領域の３領域により編成する。

（２）環境・都市システムエ学専攻(入学定員２名）

本専攻は、博丁|前期課程の都Tlアシステムエ学専攻と環境システム学専攻を融合し、建設創造システム領

域、空間iiIl造システム領域及び環境システム領域の３領域により編成する。

５．工学部電気工学科と開発学科の名称変更

工学部の電気工学科と開発学科の名称に関して、受験生にとって現在の学科名では教育内容が分かりに

くい等の'１１趣があるため、平成13年度から電気=[学科を電気電子情報工学科に、開発学科を地域環境シス

テムＴ学科に名称変更した。

６．三大学（九州共立大学、九州女子大学、九州女子短期大学）の統合構想

補助金の完全復活を受けて、El1密会は、学'３１１の運営体ＩｌｉＩｌの整備や教育研究環境の改善が求められること

から、平成12年２月に新たに「キャンパス将来構想検討委員会」を設置した。同検討委員会は、大学の経営

建て直しなくして学園財政のiill二はあり得ないとの観点から、平成12年５）|から入学統合に関する検討を

重ね、７月に「５年後の大'拶統合を目標とする」との検討結果をfl1l事長に報('｢した。８月に大学統合存'''１

委員含が設置され、さらに詳しい検討が進み、平成1311ﾕ５月、大学の改組と統合に関する入学改姉推進姿

ＫｇＵ５力Ｕｋｗ"ＴＳＵ〃〃ﾙﾛﾉ写"９

－３

専攻名 満座縞成

機械生産システムエ学専攻

(入学定L１６名）

材料ｌⅡl工､エネルギー変換、生巌システムおよびシステム些礎_L学の拙座

により編成する。

fli子hOi報工学専攻

(入学定１１６猪）

箙子物性、６１．測・制御システム、ｆ腿(システムおよび傭報処理システムの

講座によ')絹成する。

都市システム工学専攻

<入学定口７名〉

柵造システムエ学、建設材料-[学、地醗・基礎工学・水圏･環境_L学およ

び空間システム学の鍋睡により細成する。

環境システム学専攻

(人学定員６名）

地域EiY境二L学､|%1発環暁工学、機能物TT化学および環境生物化学の識麟に

より糊成する□
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園会を識慨した。平成14ｲﾄﾞ９)1には、学園11ｲ政の攻iwIYのために、平成１７年度の三大学統合を前提として学

Ｍｌ改革に取り組むことをf1llllF会で決定し、大学統合にlf1けて蹄み１１ルた。その椎進母体となった学園改革

１１t進会議は、下部;'1縦の大学統合部会において三大学統合｡』(iIl(案を検討し、平成15ｲﾄﾞ12｣]に「福原学園三

大学統合・改荊lのjiL本方針」を策定し、理事会に提示した。）,1本方`|･の概要は、以下のとおりである(名称

は仮称)。

（１）平成17年度に統合と改組を行う。

（２）学部は、経済学部(絲済学科)、マネジメント学部(マネジメント学科)、スポーツ科学部(スポーツ

科学科、スポーツ健康学科)、環境工学部(情報デジタルエ学科、福祉・ロボット1:学科、デジタル

デザイン学科、環境i没訓･｣二学科、自然利用工学科)、食薬学部(薬学科、栄護学科)、文化学部(国際

文化学科、文化(iIl造学科)、人間科学部(人'１M生活学科、人|Ｍ１発達科学科)、知!！|大学部(こども学科）

の８学部で榊成する。

（３）識IiZf経費56億Iljは、ｌ:|己黄金、２号基本金及び遊休不励雌等処分収入を充てる。

このﾙﾋﾞ本方針に対して、ｉ没llf(経luiの資金jM達に不動産兎』ill収入超充てることの不確実|'|；があること、完

成ｲl:度でも食薬学部以外の学部が赤字であり、黒字化の攻Ｉ!;を要すること、収支算定の｣iL礎となる数値の

|『;轍liが危慎されること、光成(1急度でも依然として人件f1i比辮がiiliいこと、九女輝大の－学科を(I:存させ

ることの精査が必要であること等の指摘及び要望が出され、辮識の結果、これらのg1F項を供愈に勘案して

統合改組の準備を進めることが承認された。

その後、教学・経営の視点等からの検討を重ね、「九州jli立大学とﾉL州女子大学の統合・改組・新学部

Ｉ没|i‘lおよび九州女子知!！l大学の改組の大綱」案が、平成16ｲl:８)|にHl1来会で群議され、雌終業は以下のと

おりである。

（１）新大学の学部学科の柵成は、経済学部(経済学科、総合マネジメント学科)、」ﾕ学部(メカエレクト

ロニクス学科、IiliiilIメディア学科、都市システム]２学科、建築学科、環境サイエンス学科)、人間

科学部(人間科学科、栄餐学科、生活環境学科)、文化学部（現代コミュニケーション学科、文化学

科）、スポーツ他IjK科学部(スポーツ科学科、健康支援科学科)、薬学部(薬学科)。jQj人は、養護保

育学科。

（２）設置経費は、４７億Ｉり゜ＩｌｵMlliには、自己資金のほか、二号』iL本金を充てる。

この大綱案に対し、薬学llllのi没|ｒ(に関して６ｲ|ﾐIlill教育への移行や運営経費の|M題があること、財政的負

111に|１ＭするlMil題があること、｜il窓会の同意を得られる見】、しがはっきりしていないこと、現状の赤字改善

がなされていないままで新学llfll設iWには不安があること、これらの諸問題が決着してからIIi瞳審議すべき

であり、平成17年度というM91は表,記すべきではない等のさまざまな意見が出され、辮誠の結果、これら

の葱見を議案承認の付｛|ｻﾞ条件とすることで大綱が承磁された。

その後、大綱の承認にあたって付された付帯条件が解決されていないこと、近年のうちに薬剤師の供給

が11$要を上回るという外部nM境の悪化や６年制移行に要する資金の手当ができていないことにより、薬学

INIの平成17年度設iir(はlJM雛とﾄﾘ断し、見送る方針を内部決定した。三大学の統合・既存学部の改組・新学

部の役iiiUlを二点セットとした大綱の平成17年度実施が|』側雌な状況となっていくIIJ、次i'#の策の検討・協議

も行われるようになった。そして、１１月、未だに同窓会のIlil感を得ることができないために、Ｅ11斗；会とし

て、』|上成17年度の大学統合および薬学部設掻が困難であることを承認するに至った。これにより、平成１２

ｲiK度から膨大な時間と労力を傾注した三大学統合改組の計iilIiは、iri擁した。

kJgusﾉｳ2ﾉﾊﾟﾉｗ７７１ｓＵｕｎﾙ白沢s"９
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７．工学部の学科改組および学科の名称変更

７．１機械工学科と電気電子情報工学科の改組

｛入学統合の巾|kにより人''1Mな'股部各科の構成や内群の変虹による教育改革が進められなくなるとの危

機感を持った工学部は、ゲイ錘(激に進む少子化による18歳人'１のmjk少や若年層の1M!｣:系離れのlilijⅢに対し

て、’11急な敦育改革が必喫であると強く意識した。このため、ミノごｒｔ統合案で作りｌげた'拝|改組等の改

/ＩＹを推進すべきとの意見でまとまった。この数育改fIliのＬｕ則I9な帯えかは、「従来、Ｉ:学分野はそれぞれ

が1111ｔしたし!j〔門領域からなる学科構成としていたが、２１１１t紀における技術社会では融合F1テクノロジーへ

の変貌がl川速しており、複数の航域に#,'i通した技術者が典91されている」ことである。これに応えるため、

機械'二学科の学生募集を仲１１息し、１１i女(通子情報1ｒ学科のTliA(Ｔｌｉｌリ)Ⅱ１１を融合させた「メカエレクトロニク

ス'】ん科(人学定員65名)」をlIIllll,没Ⅱ'Ｉすることとした。また、ＩｉＩｉ#M；|:会においても、コンピュータの超ＬＳＩ

化やデジタル技術の進歩に(1くい、あらゆる分野に情鍬技術がiililllされていることから、ハードi{体の電気

1'Ij1mli報学科を募集伸I|:し、文系的幽索を取り入れた「↑I1ili畔Ii:|(人学疋員65名)」をｌｉｌ１ｌｌ１１没llvlすることと

した。そして、平成16ｲｌｉ７）|にl1IIrlA科の設椴をliIllll、］Ｏｊ１５１１の受ｆｌＩ１を経て、平成17ｲｌｉ４）1に1,1,i学科を設

ｌｉｆｌした。メカエレクトロニクス'ri科は、エコエネルギーコース、ロボティクスコース、エアロスペースコ

ースの３コース制で構成される．↑,!｝鮒学科は、情報メデイアコースとコンピュータ応111コースの２コース

ilillで櫛成される。

７．２土木工学科、地域環境システムエ学科および環境化学科の名称変更

上水Ⅲ学科は、都市の機IliiおよびlIjl)M発旦|;業が儲んになり、illlljの機能を守り、維持するためのシステ

ムの柵築が要望されているため、、ﾄﾞ成17ｲ'三度から「都11jシステムI:'樅科（入学定員65ｆ,）」にγ,称を変奥。

次いで、ilz成19年度には、環境分野の数行プログラムがｻﾄﾞ(1)Iliされたことから、「環境|:水I:学科」に名称

を変災した。

地域環境システム-1:学科は、その:i'１称では学科の内祥が分かりにくいため、平成17ｲ|渡から「環境サイ

エンス学科（入学定員60名）」に渦称変更した。

環境化学科は、近年、食,'Ⅱliを行む物画の安全性や機能`｢|;にi(|:公のllLl心が高まってきたことから、食品関

巡の数育内容を充実させるため、、１２成17年度より「'|{命物fI(どi/i科（入学定員60名）」に７，称変堕した。

８．九共大工学部の学生募集停止とその後

１:学部は、平成17ｲ1記度に２'股科改$１１および３学科の↑,称蛮処を１丁ったが、６学科すべて旭Liili11れに直面

した．スポーツ学部のi没iifl,認'１に際しては、「｣ﾕ学部メカエレクトロニクス学科、↑,'i報学科、梛Tliシステ

ムI:'挨科、環境サイエンス'股科、′|:命物質化学科の入学旭Lj比の､「均が0.7倍未iiMiとなっていることから、

/>後の定員充足のありかについて検【i､Ｉすること」とのfW趣'Ｍｉが卜|された。この留怠,liIriに対し、工学部

攻｡YHに有効な施策を速やかにIMUiじる必愛があるとして、、「成17ｲIHI2j1ﾕ１日開催された柵l;昨Mjl入学改革検

,;1委し』会にて、その委員会のもとにﾉL州共立大学1学部攻lIY検,il'|､委員会（委員長：人'rb攻/|Yプランナー

奥１１１俊博助教授）の識lrlがﾉｋ１認され、ｌ:学部改llYについて検,;lを１１丁ねた。その結果、名称変史を行っても

人Ｗｆの減少がlこまらず、今後のIIL辺しも'>:たない環境サイエンス'樅科と化命物蘭(どｒｉ科の２'牒科につい

ては、、|A成19年度から弊災を|Milkすることを』|上成18｛１１７)1に決疋し、８１１に届出した。

２'股科の募集伸IlJilI1iiiに、殴る'Ｗb科をIiii提とした|:'１ﾙﾊﾞ'1$Ⅱ織改[Olrと’二学部の教育体Ilillを元’14させるた

めのか躯を検討するために［'１塊１１１１ビジョン委員会が､「成１８〈|（６）13011にi没i＃(された。この公ti会は、精ﾉ］

的に作業を進め、短1011111でdlWH案をまとめ|=げた。その業を）ILにして、その211Ⅱ#の'ri災であられた|/l昌占学

L2から'iを踵提案として、ｌ'綱;ｌ')た科の環境ｒ'綱j環境［'杯:Ｉ（()(称）が平成1811:1211に火')妃ｌＷｉ険討委

Li会に提示された。しかし、［'』たllljの将来ﾉｺﾞ針については、ノＬｊ(人の人学基準協会１Ⅱ111{IlllIiI1i係{Wの際の指

ｋｇＬ/S/7L/Ｋｙｏ"lSL,Ｌﾉﾉﾌﾉﾄ惇/Sﾉﾉﾘ
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摘ⅢliJn、スポーツ'綱1,没irl,認､lⅡｻﾞの留意事項および平成22年腫までに人'股,識ilIiI;Ilillliを受けなければならな

いこと癖の'耐喫,洲題を解決するために、安易な改峨は許されないことから、人学改]IIT検`下|委員会および経

↑:↑戦略会I髄での枕Ｉmな検,汁を行い、平成19年３)１，経営戦略会識の協融を踏まえ、学隆提案として出され

た’'１A部ｌ'ri科案は'１ｲ政｡l(鱒に実効ある攻/１k案ではないとの111|断から、ｉｌｉ勝１１M`ｌｉ会はⅢ学部を平成20年度

から塊雄停I|:するjjflをl0Iflめた。

その後もＩ:')た舟ljから|学部存続案が提案され、理事会と学腫をはじめとするl:'綱lの代表行との協議が

なされたが、１１ｲ政改}';に奥効ある改革案ではないとの判断、および少ja化による18歳人1｣の減少や学生の

|:'綱j離れのIⅡ迷というﾄﾞ|:会的環境を踏まえ、下1z成19ｲ1ﾐ５１１にl:学部を､|[成20ｲＩｉ１堕から弊災停止すること

がJIWli会に捉,ｋされた．そして、評,議員会に意見を,諮り、その承認を総て、ｌ:'１A部の塊災停112が最終決定

した。JIM'|Ｉ公は、‘|(後Iliilvlとして、理事会の翌日にマスコミにjrlし会1,,Lｿﾋﾞ炎するとともに、学'|i・保護者・

lIil窓会へ弊災llijjIIzに余った綿綿を説|ﾘ]した。募集伸Ilﾐ後の教育体llill、(rWliの文援体IliIlおよび新学部構想

にllLlしては、人')た改/ｉｆ検,il委員会に検I訂が諸lB1された。

′Ｗ|蕊災の仲||:以降、大学改i11f検討委員会のもとに［[:学部検,i､|小委し1会」が『没ＩｉＬｌされ、flM1学系

統の新たな数行糾織榊築の検討がなされ、」上部九州の1)協業に対応したＭｉ１ｊ１ｌｊ１)謄業をIlJ心とする学部、

''１１)liB1l場におけるリーダーとなり得る工学マネジメント|腱Ｉ係学部、｜災ﾘjIifM場において必要とされる医

療|:．V狐I係学部などの''1能IVliに関して検討が行われた。しかし、新'r1部の案を作成するまでには雫ら

ず､また経↑:↑的に成り,`［つような工学系の学部を設悩することはｆｌ１ｌⅡ#点では難しいとの1【'1断がなされ、

新たな'''１１:'rb系'』ん部の|Ⅲ|設も断念した。

IIJ<Ｉｉ、Ｉ学部に(よ87γ,の(１２学生が勉学と卒業研究に励んでいる。lWN142ｲ|§に|ﾙ|,没しⅡ8和45年に第１同生

91名を卒業させてから､Ii成21〈1二度までの40年間に10,6397,の卒業'ｌｉを縦11)した|:'iA部は、イ{:学'|ﾐが全員卒

業した11$点で1；齢'1になる。このＩｌ１ｌ、図－１に水されるように、節ｌｌ１Ｉ|'ｌｉが*粟してからI1MiIilMに卒業生の増力Ⅱ

がみられＩＷ１;Ⅱ53ｲlilfliには300名以上が入学を巣１kっていった。特に、巡築'股科とＩ水|:学科の2学科の卒業

'liが､|く数以|:を,liめていた｡その後､急激に卒業生数が減少し､Ⅱ(Inl59ｲＩｉ１逆にはlOOf'１を切る状況になった。

しかし、ｌ｛|{後には､反lliziに転じ、
エ学部卒案生数

500

柳
、
Ⅷ

その後は第２次ベビーブームの追

い風を受けて、忽激に乍漿'|:数が

燗人し、’'４成６ｲ１１唾から13ｲﾄﾞ度ま

では4001'１を,lidえる`Wliが乍業を

果たし、ド|:会に巣,!［っていった。

それ以降は、１８歳人||の減少と１１１１

系離れ、および［'１A部における数

fi攻｝IYの遅れによる卒災ﾉﾋ数の急

激な減少に争った．イl;'１A生87名全

ｉｊが無１Ｗ《業すると、今年度の秋

!！I卒災'|{3名をljllえて、ｌ学部余卒

業化は10,72Ｗ,となる。
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図－１工学部全体の卒業生数と各学科の卒業生数の変遷
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機械工学科・メカエレクトロニクス学科の歩み

メカエレクトロニクス学科長山本普康

当学科は、機械工学に関する知識・技術を''1M広く学ぶ機械~[学科として、昭和４２年度(1967年度）

に発足した。当初はコース区分が無かったが、昭和５９年度(1984イド度)から機械コースとロボツトコ

ースが設置された。その後、我が国における機械工学の発展と社会のニーズに応えて、平成１５年度

(2003年度)にコース名がシステムコースとソフトウエアコースに変更された。さらに、平成１７年度

(2005年度)には、電気・電子のハード部ＩＭＩと機械エ学科を統合して、学科名がメカエレクトロニク

ス学科に改称された。同時に、エコエネルギーコース、ロボティクスコース、エアロスペースコース

の３コースが設置された。
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科名称とコース名

ｋｇｚ/三方ﾘﾊﾟﾘﾛﾉｿﾉｓＵＬﾉﾉﾌﾙ色/写"ｙ

７

西暦 元号 工学部 学科名 コース舟

1９７０ 昭和4５ 1期生 機械工学科

1９７１ 昭和4６ 2期生 機械’二学科

1９７２ 昭和4７ 3期生 機械1ﾐ学科

1９７３ 昭和4８ 4期生 機械Ｔ:学科

1９７４ 昭和4９ 5期 機械工学科

1９７５ 昭和5０ 6期生 機械'二学科

1９７６ 昭和5１ 7期生 機械]古学科

1９７７ 昭和5２ 811j}生 機械工学科

1９７８ 昭和5３ 9期能 機械工学科

1９７９ 昭和5４ 10輿 機械工学科

1９８０ 昭和5５ 11期化 機械工学科

1９８１ 昭和5６ 12期龍 機械工学科

1９８２ 昭和5７ 13期生 機械工学科．

1９８３ 昭和5８ 14期生 機械［’７:科

1９８４ 昭和5９ 15期 機械Ｌ学科

1９８５ 昭和6０ 16期 機械工学科

1986 昭和6１ 17期生 機械工学科

1９８７ 昭和6２ 18期生 機械工学科 機械コース･ロボットコース

1９８８ 昭和6３ 19期生 機械工学科 機械コース･ロオ ツトコース

1９８９ 平成1(昭和64） 20期 機械工学科 機械コース･ロゴ ツトコース

1９９０ 平成２ 21期生 機械工学科 機械コース･ロオ ツトコース

1９９１ 平成３ 22期生 機械工学科 機械コース･ロスI ツトコース

1９９２ 平成４ 23期生 機械工学科 機械コース･ロゴ ツトコース
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西暦 元号 工学部 学科名 コース名

]９９３ 平成５ 241！}生 機械工学科 機械コース･ロボットコース

199'1 平成６ 25期生 機械1ﾐ学科 機械コース ロボットコース

1995 平成７ 26期生 機械工学科 機械コース ロボットコース

1９９６ 平成８ 27期生 機械工学科 機械コース ロボットコース

1９９７ 平成９ 28期生 機械工学科 機械コース ロボットコース

1９９８ 平成1０ 29期生 機械工学科 機械コース ロボットコース

1９９９ 平成1１ 301！}生 機械工学科 機械コース ロボットコース

２０００ 平成1２ 31期生 機械工学科 機械コース ロボットコース

2００１ 平成1３ 32期生 機械工学科 機械コース･ロボットコース

２００２ 平成1４ 33期生 機械工学科 機械コース･ロボットコース

２００３ 平成1５ 34期生 機械工学科 機械コース･ロボットコース

2004 平成1６ 35期生 機械工学科 機械コース･ロボットコース

2005 平成1７ 36期生 機械=[学科 機械コース･ロボットコース

2006 平成1８ 37期化 機械工学科 システムコース･ソフトウエアコース

2007 平成1９ 38期上 機械工学科 システムコース･ソフトウエアコース

2008 平成2０ 39期 メカエレクトロニクス学科
エコエネルギーコース･ロボティクスコース．

エァロスペースコース

2009 平成2１ 40期 メカエレクトロニクス学科
エコエネルギーコース･ロボティクスコース.

エァロスペースコース

2０１０ 平成2２ 41期化 メカエレクトロニクス学科
エコエネルギーコース･ロボティクスコース．

エァロスペースコース

着任した年

西暦 元号
教員名 盗格

在職期間

西暦 元号

1９６７ 昭和4２

竹内登一

末光俊介

池田美穂

井上{高吾

藤原正孝

i三任教授

教授

特任教授

教授

客員教授

助教授

助教授

講師

助教授

教授

１９６７～1９７８

1９７９

１９８０

1967～1９７７

1９７８

1967～]９７３

1967～1９７８

１９６７～1９７０

１９７１～1９８１

１９８２～1９９３

昭和42～昭和5３

昭下Ⅱ5４

昭和5５

昭和42～昭和5２

昭和5３

昭和42～昭和5２

昭和42～昭和5３

昭和42～昭和4５

昭和46～昭和5６

昭和57～平成５

1９７６ 昭和5１

山田慶紀

木村和男

千田相良

教授

助教授

教授

講師

１９７６～1９８２

１９７６～1９８２

1983～1９９４

１９７６～1９７９

昭和51～昭和5７

昭和51～Ⅱ肝Ⅱ5７

{I｛{和58～平成６

昭和51～昭和5４

1９７７ 昭ｆⅡ5２ 砂本軍 教授 １９７７～1９８３ 昭和52～昭和5８
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芯任した年

西暦 元号
教員名 資格

在職期間

西暦 元号

1９７７ 昭和5２ 佐藤征一

識師

助教授

教授

１９７７～1９７８

1979～1９８８

１９８９～200‘Ｉ

昭和52～１１({和5３

昭和54～昭和6３

平成１(昭和64)～平成1６

1９７７ 昭fⅡ5２ 浜田一夫 助手 1977～1９７８ 昭和52～昭和5３

1９７９ 昭和5４ l邑滝具貞
教授

特任教授

1979～199〔）

１９９１

昭和54～平成２

､「成３

1９８２ 昭和5７ 七Ill克彦 識WIli 1982～1９８５ 昭和57～昭和6０

1９８４ １１｛{和5９ 谷本勇 教授 198`I～1９８５ 昭和59～昭和6０

1９８４ 昭和5９ 藤Ⅲi(義也
ｉ
ｌ
－

ｉ識
助教授

教授

１９８４～1９８７

1988～１９９'1

1995～2009

昭和59～昭ｆｌＩ６２

昭和63～､Iえ成６

２１上成7～平成2１

1９８６ 昭和6１

治水茂俊

村liIil俊夫

救援

助教授

教授

1986～１９９２

1986～1９８７

1988～1９９９

昭和61～１１乙成４

Ⅱ{(和61～昭和6２

昭ｆⅡ63～平成1１

1９８７ 昭和6２ 上條恵右

識師

助教授

lWi教授

1987～1９９１

1992～2006

2007

昭和62～平成３

12成4～平成1８

､１２成1９

1９８８ 昭和6３

佐富上
ロ

佐藤浩司

教授

助手

1988～2002

1９８８

昭和63～平成1４

昭和6３

1９８９ ､ｌＺ成1(昭和64） 生lH宏
助手

助教

1989～2007

2008～2０１０

平成I(昭和64)～平成1９

平成20～』Ｉ 成2２

1９９１ 平成３ 二石信雄 教授 １９９１～1９９７ 平成3～可１ 成９

1９９１ 平成３ 安械lIll義 助手 １９９１～1９９７ 1ｆ成3～エ 成９

1９９２ ､}た成4１ 松永成徳 教授 1992～1９９８ 平成4～､I 戎１０

1９９３ 12成５

大森止信

小'1Ⅱ１１哲仙1

種川元治

鳥｣lﾕニ

教授

教授

教授

教授

1993～1９９５

1993～2003

1993～1９９５

1993～2005

12成5～平成７

平成5～､r成1５

平成5～、|尤成７

平成5～平成1７

1９９５ ､|乙成７ ilii鴫ﾉｲj秀 講師 1995～1９９６ 1広成7～平成８

1９９６ ､r成８
佐水ﾉﾐ|リミ

渡辺和夫

教授

教授

1996～1９９８

1996～200`Ｉ

､|え成8～平成10

平成8～､r成1６

1９９８ T1z成10 宮入〕;ｉｆ夫 教授 １９９８～２０１０ ､l乙成10～平IJI 2２

1９９９ 』}た成1１

宇野美Ｉｉｌｔ夫

'１１本普し腱

水井雅彦

識師

教授

数授

助手

助教

1999～2００１

２００２～2０１０

1999～2０１０

1999～2007

2008～2０１０

'１２成11～

平成14～

平成11～

1z成11～

平成20～

Ｆ１Ｊｌ

lzljl

Fロ

1且bｌ

1３

2２

2２

1９

２０００ 平成1２ 郷Ull1ili 数授 2000～２００２ 』ﾄﾞ成12～平成I１
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４．学科の年中行事

（１）新入生歓迎会（Ⅲl）、<flll、焼き肉パーティ、スペースワールド）

（２）工場↓,l学（ZZ111Tu機(株)黒崎｣二場、１１厳(株)AIil}ｌ［場）

（３）卒業研突発衣食

パリムノsﾉﾌL/Ｋｙｏ"'ｓＵＬﾉﾉ7ﾙP,s/rｇ

ＩＯ

着任したｲ'2

Ｉｑ暦 Ｌｌｊ
教員名 Yii格

在職期ＩＨＩ

Iql拝 ﾉじり.

２００３ 平成1５

江口弘文

Ill嶋竜之介

教授

UﾉjＦ

lｿj教

2003～2０１０

2003～２００７

1008～２０１０

平成15～､|え成2２

平成15～Ｉえ成1９

』1旦成20～､|A成2２

｜
ひ
００９
】 １ 成1７ 山I1静夫 教授 2005～2０１０ ､「成17～､|え成2２

2005 '’ 成1７ 生地文也 教授 2005～２０１０ 平成17～､１A成2２

2006 成1８ 成Ｉ}Ｉ寛治 特任教授 2006～２００８ W:成18～､「成2０

2008 平成2０ )剛]禎宏 特任敦授 2008～2０１０ 1z成20～､１A成2２

ｲド

Ｉｌｌｉ暦

４
Ｊ

０
Ｊ

－工

I:'jf:部 卒業人数
ｲ1三

１１９１勝 元号
｣:部 ｲﾍﾟ業人数

1９７０ Ⅱ ＩＦⅡ4５ 1期生 19紺 ]９９１ 平成３ 22101''１ 81紙

1９７１ １１ {fⅡ1６ 2期生 32イ 1９ 平成Ｉ 231りI'ｌｉ 58名

1９ Ⅱ {『Ⅱ1７ 3期生 194 1９９３ 平成５ 』111》'|Ｚ 58名

1９７３ 昭ｒＭ８ `1期ﾉ'三 36＃ 199`I 平成６ 期/li 7’1名

1９７４ }I({和`1９ 5期生 2Ｗ １９９５ 』|上成７ l61Ulﾉ'（ 84名

1９７５ llHfⅡ5０ 61U1生 4`1イ 1９９６ 平成８ 27101ﾉ|【 82翁

1９７６ １１ １FⅡ5１ 71ｉ１生 40イ 1９９７ 平成９ 28101ﾉ|： 83豹

1９７７ }１ {『Ⅱ5２ 8期生 35ヤ 1９９８ 平成10 29101′ｌｉ 92名

1９ [Ｉ {『Ⅱ5３ 9期生 71名 1９９９ 平成1１ 30101/|ミ 83鼎

1９７９ Ⅱ {和5４ 101り1生 31ｆｉ ００ 平成1２ 31期'1ｔ 88名

1９８０ １１ {ﾄﾞⅡ5５ 11期ﾉｾ 33ヤ 0１ 平成1３ 3211）1′|｛ 72名

1９８１ 昭『Ｉ 5６ 12期生 27イ 0２ 平成ﾙ１ )3期ﾉＩｉ 44名

1９８２ 昭171 5７ 13期生 16イ 2003 平成1５ )`1101ﾉ|｛ 52`i'ｉ

1９８３ ⅡｲｨﾄﾞＩ 5８ 14期 １１イ 2()O`１ 平成1６ )5期ﾉＩｉ 55名

1９８１ １１ {「Ｉ 5９ 15期生 9イ ｣００５ 平成1７ 361ﾘIﾉ'１ 3肥i')

1９８５ Ⅱ {肘 6０ 16期上 l鮴l↑ 2006 平成1８ 37101ﾉ|｛ 32キ

1９８６ 1１ {『Ｉ ６１ 17期生 27↑ 0７ 』I旦成1９ 38101''１ 46才

1９８７ １１ＨｆⅡ6２ 18期生 31ヤ ２００８ LIL成2０ 39101'１{ 33キ

１９８８ 11({『Ⅱ6３ 19期生 3ヅ 2009 平成2１ 401ﾘ'''１ 26オ

1９８９ 平成l(１１({ｲⅡ61） 20101生 `１０イ 2０１０ 平成2２ `111ﾘ１ 21名

1９９０ 平成２ 21期生 594
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メカエレクトロニクス学科研究室の紹介

服烏

合田

魔永

洋
徳
美
明
員

メカエレクトロニクス学科４年生

|季m7mT禰 、

UI究生O7AI706

mAI725

０７Ａ1727

指導教員下野

川嶋

久保涼平

森健亮

有村聯i絵

美津夫教授

竜之介助教

１．研究テーマ

「翼)|ﾗ状の異なるタイプの水中ポンプの特ｒＩ：とキャビテーション性能］

２．研究概要

ポンプの効率低下の原因になるキャビテーションという気泡の；註状態の確認をした。運輯１$に圧力を卜げ、

その時の騒音状態をil1ll定することでキャビテーションの光'|ﾐ状態を確認した。

３．感想

研ﾂ劉三企業の刀と一緒に実験する事ができ、とても勉強になりました。

●
、
「
’
－
１
１
、

厄ﾌ(i7T彌

、
卜鵬
細
醗
誌
鯵

１１)暁'|＝０５Ａ1733

０７Ａ１７０８

０７Ａ1723

指導教員窩入

上野

洋
噸
畦
繩
”

･７０

鰻 翌湖
0.00:【..

・
ｐ
Ｊ

Ｂ
・
ロ
ｂ
ら

1．研究テーマ

「小li楓束の発鐵ｆＩＬｌ

ｚ研究概要

１．縦､l能な風ﾉ｣のエネルギーから電力を創り}}}す実験､テモタiii術を迦じて発電のメカニズムや風力エネルギ

ーの特徴を修得した。また、風車の*1根の角度などを変史して、'|ｿI能向上についての机｣三権ｌと実験の両miiから

鶴lを行った。

３．感想

研究生４年間の学生生活はとても楽しく、多くのことを学べました。

研究生作I意義な学竺上活を過ごすことができました。

指i弊！〔員考える（洞察）、歩く（実行）、立ち[こまる０又省）の繰jLIしが人生。矢Ⅱj(を恐れずにDlL敢にチャ

レンジ１

ｋｇｕｓﾉﾌﾋﾉﾊﾟﾀﾞoγ71ｓＵＬﾉ〃ﾙ曰列ｇ

Ｊｌ
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O7AI70I

O7AI7I5

O7AI7I8

指導数ＬｉｉＩ１１

「村

仏藤

赤微

竹Ji

Ill原

弘文

英炎

“
“
継
蠅
辨
螂

Ｉ

蝋jii111l

１．研究テーマ

「救助ロケットの､〃ﾋﾞ」

2．研究概要

ペットボトルロケットをベースにした､111の中州などで救助をiliつ被災苔に救助ロープを1,1|けるシステムの開

発である。ペットボトルロケットに釣り糸を曳１W【させて落卜傘で降卜させ､被災者に釣り糸をＦ操らせることに

よって救lUjロープをIiMけることが】Ⅱいである。

３．感想

（U{先生１００米jMiの倣助ロケットを完hkできました。ただし、強､11に弱いのが弱点です。

li7E1F7nT禰

(Ｉ院'|{O7AI703人森Ｗｉ

O7Al7IO阪本ｌｌ１ｌｉ

指導敷貝能智紀ｆＴ孜授

1．研究テーマ

「色素卿越し』太側il｢rli池の１%|ｿ|G」

2．研究概要

太陽エネルギーをIⅡいたﾉkl勝11i池は地球i刷圏ﾋﾉM(びエネルギー資椒iiの'７１褐対策としてますます19|侍される。な

かでも我々が目指す色素lil1感Ii11太陽11i池は、大幡なコストダウン｣Mしび高効率が可能な技術としてii非|されてい

る．

３．感想

（Ｊ１罐'三最後まで気を抜かずにljmHきります。

ＩｉＩ１兜'三努力してきた過ｆ,1を111轍にしない為にも、雌後まで災Illして優秀の美を飾りたいです。

ＩＩＦｉ導致且本研究は、，1.m分12のフイルム|に、斜め雄i'1法を週１１Ｉした色素増感型人Ullu池を'11局すものであ

り、内外の１０洗欄lLlからiiil-1されています。）砂ＩＭＩﾘﾄﾂﾞﾋﾟのもつ泥臭い過穏をぜひ(′|K験してほしい。

ＫＷｓ力Lノパｇｏ"'ｓｕＬﾉ〃ﾙ官/sﾉﾉﾘ

ＩＺ
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研ﾂ姓O7AI711佐藤孝幸

O7AI7I2尻無濱降宏

指導教員′t地文也教授 ；

1．研究テーマ

「低圧メタンプラズマによる新規の炭素物質の合成１V」

２．研究概要

炭素物質はグラファイトやダイヤモンド、そしてフラーレンやナノチューブなど、様々な形態をとることが知

られている。本研究では、独、のメタンプラズマＣＶＤ法を使って、シリコン基板上におけるダイヤモンド漸莫

の合成が狙いである。

３．感想

研究腓上苦しい時には、みんなと助け合い、楽しいⅡ#はみんなと艦り_Lがって笑い、時には悩む事もあった

けど、充実した楽しい毎|]を送るＬｌｌがｌｌ１来ました。

研究''三この4年間で、海パン1枚で、人前で踊ったり、後頭部をハート形のヘアースタイルにしたり、女装

で入学祭に参加したりと、大学''二でなければ出来ない無茶な事を多くしました。私は大学生i7Ii4年間

を楽しみました。

指導教員世界が注目するような新材料を創る、あるいは新現象をhlつける。そんな夢を学生・院L'二と追いか

けてきました。Ｆ１ら疑llMを発し、［二}ら求める姿勢がﾉUうり、そこから本当のことが見えてくる。科学時

代の知識の獲得を目指して進もう。

lIii=ii7i実葦Ｉ

１Ｊ院乍Ｏ７ＡＩ７１３

ＷＡＩ７１７

指導教員山口

砂Ⅱ｜寛貴

沈係

lili犬教授

1．研究テーマ

「高出力カラーIEDによる近未来遊|菊ljll〃ii1ilJ二Ｈドーム型MllU1の開ｼﾞｾﾞｉｌ

Ｚ・研究概要

将来の遊園地を想定した太陽電池等の「クリーンエネルギーで動作する近未来遊園地模型」の照明法を検討

し、その開発を行った。具体的には、遊|童馳を種うドームを作成し、それに高出力カラーＩＥＤを一定間隔に取り

付けて赤、緑および青などの７色による1脚川を行うことができた。

３．感想

指導教員本年度で工学ＩＮＩが閉じることは誠に残念です。しかしながら、）IC縦をはじめ諸ｵﾄﾞには刻浮工学部の

教育や(’焼のjiLMiRが･貸して流れていますので、誇りを持っていっそうの)|雛を期待します。

ｋｇＵヨカリバリロノ7rsLﾉﾘﾉﾌﾉＬＰ盾ﾉﾉ9

－１３－
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Ｏ７Ａｌ７２４

指導教員兼田

水ﾉｰﾄ

俳
緋
鮭
耀

健
餅
辨
蝋

llli1iiliiiliiMI1i
１．研究テーマ

｢移動ロボットにおける操作性に関するＩＪＩ究」

２．日擁繩菖

私達は、四足歩行ロボットを使用し、「子供でも簡単に操作できるロボット」をテーマにU暁を進めた。学園

祭などのイベントに参il1Iし、遊びに来てくれたj:供にロボットの操作体験をしてもらい感想JkP改善点を聞き、ロ

ボットの性能改善を行った。

３．感想

研究L上鰔高の友に|｣｣会えてよかった１共立人学ばんさい！

IIi未i7Tｦ晤詞
ｌｌｉｌｌＭ

ｌＰ伽１，こＩ(il院21茎O7AI704jll〔松大輔

O7A1726111llill健太郎

指導教員山本普康教授

生田宏助教

下村英美蝿而

池田・男技師

１．研究テーマ－－－０

「ステンレス鋼冷|骨l1j廷の高光沢表而形成技術に関するWI究－１

２研究概要

ステンレス鋼の冷IHI圧延では、ロール表而粗さや圧延入側材料の表面】(Ⅱさ、潤滑i1lMMhX・粘度、１１亘延iliiI度・

圧延速度等の調整とIIill御が図られており、圧延鋼板の表面r|状とillM瀞111の密接な'１０係を考lIliiしながら摩擦係数

を制御することが重要な課題である。本(Ｊ暁では、１パス'二1に＃800軸方|/Ⅲ研磨ロールと＃800円同方向研膳

ロール、２バス'二|に＃2000ランダム1Ｊ膳ロールを仙11]して冷間圧延し、l樹察係数や圧延鋼板の表面特性O'６沢

度、表面粗さ、』|牡}1率)にAU銅-ロール表面Ｉｉ１膿方法と圧延パスの影騨を態化た゜その結果、１パス'二|に1lilII方

lrII研膳ロールを川いて圧延し､２パス'二1に＃2000ランダム研磨ロールで圧延すると、２パス目１１ミト率が約20％

以１１ではl[廷か|(Ｉに垂直な綱R疵がiili失し、光沢度が|「'1｣ﾆすることがⅢＩらかになった。

３．感想

研究L|ヨノ券生活最後の(Ｊ１究が皆さんのお力添えで成功したことを嬉しく思い感謝しています。

指導教員学生さん達の真而目な努力で技術的･学術的に大きく貢献できる｛ﾘﾄ究が'１１米たことを人変』鋳ＩＩして

います。

パリ姫ｈＵｋｇｏ"/ｓＵ〃〃ﾉﾚ巴ﾉｮｿｿ&ノ

ー’４－
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国際会議(|ＳＬＣＴ２０１０)に参加して

メカエレクトロニクス学科４年生有村麻莉絵

１．はじめに

2010年11月15Ｈより韓国済州島(jeju)のロッテホテルで行われた国際会,識(lSLCT2010-lnternat

ionalSymposiｕｍｏｎＬｏｗＣａｒｂｏｎ＆RenewableEner8yTechnology)に私は参ｊ、しました。国際会Ｉ識

の参力Ⅱは生まれて初めての経験でした。

この'工|際会議は、今'且Ｉが＝lLIlI=|で、’1本、韓匡l、［ＩＪＩ封などのアジアを'１１心とする各国の入学ﾉM(び

企業が、風ﾉﾉ、水ﾉﾉ、太陽光、lul熱、バイオマス、１噸』ドエネルギーなどの再生可能エネルギーに関

する技術と普及政aniについてｦ銭及び誠iiiiする場であり、参加者は約200人の大きな国際会議でし

た。また発表者のほとんどが両''二可能エネルギーをし1Ｊ〔門とした企)|と１１１１ﾂﾋﾞ者、大学教員がﾌﾞﾐ体で、学

化も参加、発表していましたが博士後１０１繩11の大学院JLl:が多く、学部４年''二である私には会議のレ

ベルの高さを実感しました。

私は編入学でブリ､Ｍｉ立大j狭に入学し、′jﾒｾL'三L'二１１１１最後の年に今後の社会人４１ﾐiiliにも役立つ経験がし

たいと思い、卒蒋iii文テーマであるマイクロ水力発電に関する発表をｲjいました。

Ｚ・韓国の再生可能エネルギーについて

開催同でもある韓国は|｣本と同様資源エネルギーが乏しい国で､政府支援もあり、開発幽階-商品

化段階-普及段１１皆のすべての閏偕に対する支援を含むプロジェクトJiI披術Ⅱ卜1発事業力垪雄されてい

ることが分かりました。また連携機能を確保するため、劃､化評IllliI};巣を持続的に拡大支援してお

り、「チーム韓国」－体で力を入れていることも分かりました。

ＧＪ８１マソプ

価

，

iil1

図－１済州島儀山経由で済州烏へ） 図－２学会会場（ロッテホテル）

ＫｇＵｓ"Ｕｋｗ'"ＳＵＵ〃/,,笘,s"９
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今'''１のlKl際会Ｉ鞭で私自身が一番興味を持った技i)Iiiは波ﾉﾉ苑11i技術でした。波ﾉﾉ苑11iは波が｣二下振

lIiIjする際の,1.1i低箙をﾉＩ:IIlllして波力発電装置に内蔵したタービンをlIjlIliZiさせ、１ﾋﾞﾉﾉを１１；るものです。

}1イメでは、’|(成22ｲﾄﾞに、実験装殻を建設し、その後、尖,;lIhii験が↑『われるＦ定とのことですが、他

lIilと比べるとその助きが苫Ｉ遅いように感じました。蝉ＩＲＩは海洋苑1uに雌もﾉﾉを入れており発表Pや

ポスターも数多く↓』られましたが、ほかの再生エネルギーにもﾉjを入れていることがすごく感じら

れました。

３．国際会議での発表

１Vか発炎をｉｌ:った「マイクロ水力発電」とは、出力100kW以卜のﾉl<ﾉﾉｿﾋﾞ111を指します｡従来のダム

を利11ＩしたﾉJIM模ﾉ|<ﾉﾉ苑地にﾋﾋﾍﾞ、１１リ｣が低い：iIlには、i没１１'1コストが火きいため、商111利H1する'三

では,i1M迦がlllJIiIlしています。しかし、環境保護やl山球iliI1周上lMjll2の剛l､(からｉ１１ｌｌｌや海の流れなどの

Iuu4Aﾉ|<流がもつIIjzli可能エネルギーを積極的に利１１Ｉする兆しが|'<'１人lでも,}.liまりつつあります。私が

)ﾘ１１１mする［'１２柵i』野|ｌ}究室では、流､ﾙﾙにiEiかれた物体から綱IＩするカルマンiMが原因となって物

|/lxl'1身がlhdillするHI1象、いわゆる流体関連の振動現象を苑Fuに応川できないかと考え、コイル及び

脳ｲiを内１Ｍ(した：水の}ﾘﾄ}振動による振動型水カツ遇Eの対||化と今後の攻i'雛ついてｿ銭を行いま

した。

マイクロノ|<ﾉﾉ箔１１に関するﾁ壁は私を含めて7件ありましたが､どれもがいわゆるﾉ|<''１の構造をな

したものを対象としていました。他の参加衿のﾉJに伺ったところ、私が１０院している流体関連振動

を利１１Iしたﾉ|<ﾉﾉ発１１１は機構としてはとてもユニークであること、そして従jI<のﾉkIlili'1では発電でき

ない槻めてIlukﾉl〈流でも､発迩できる可能性を持ったものであることがわかりました｡発表時間は１

５ﾉﾊﾋﾞI馳上i符のIllfllllは5分で普段だと短く感じる11$'１１１ですが実際に｢け)が苑炎してみると時間の長

さを)UﾋﾞKしました。すべて英語のプレゼンテーションだったので苑ｉｆのllYill1さに女(をつけてIIMきと

りやすいように,しかけて発表しました。発表に＃ＩするｌｉＩＩ１Ｉｌも､11然、災,i(iでした。岐初の質ＩｌＭは、ブＬ

州|:災ﾉ<Ybの先′|{から頂き、比較iVJilﾖき取りやすく配ltjiして頂いた災,i(;だったので、瀞えることが

できました。しかし、IIIllil、鯨|工1の方から質問を受けた時はイントネーションの巡いなどでlillきな

おし、ⅡilllIを使ってしまいました。また質問に対し'２１分がFirいたいことが災i;ｌｉでlllてこなくて同行

の先'|{にサポートしてもらったのが反1J1点であり今後の''１分の課越となりました。

図－３発表の様「

ｋｇＬﾉs/7Ｄｋｗ"盾LﾉＬﾉﾉﾌﾙPﾉ万"L/
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Ｄｑ÷,_｣L～ｳﾌﾟﾆﾛ｡と一一月中､⑮z2」

UnHp

ｌｘｌ－３学会会陽にて 図－４Ｍ１Ｍｕｎ－ＯｈＫＩＭＫとバンケットにて

４．国際会議で得たもの

／>lIilの|'(|際会縦では総llilの'洲iと瀞l交を持って気づいたことが多々ありました。それは、蔽極Ijlミ

の途いでした．’'1分たちの研究していることやこれからどのようにこのlil}究が役,`/つのかというこ

とを|H1かれ、私たち11本人学化はこのような質'1Mに対応できるだろうか、ましてや、ｙ《lK1の人に母

|'(|,;冊ではない岡葉で脱lﾘ1できるかといわれたら多分できないだろうと感じました。′rt会バンケット

でl1iⅢiIiしたKoreallariIimeUniversityの大学|淀'tMr・Mun-0hKIM氏は、瀧１１淵な災ｉｉｌｉではなかったで

すが、災IMiでなんとか私にIm1かを伝えようとする割とＩが感じられ、そのifﾙﾘiさに鮒きました。

５．おわりに

この'1《|際会,秘への参！』Ⅱを皿して、学部flfでこのような此｢iな体験ができて大空ｲi怠幾でしたuITil

lI#に、もっと１１１い段|勝でこういう経験をしておけばよかったなと感じましたｕまた、多くのﾉL州共

,!［人'rh,Ｗ|{にこのような経験して欲しいと思いました。この先、！｣uに'１(|際化力１１)U2むllIで、外博に怠

↓』の交換ができるようｉＩＩｉＩＩｉｉするということが学'|;'|竜活で入りjではないかと感じました・

雌後に/>１１，１の||《|際会,鞭参lⅡlに際して、メカエレクトロニクス')た科の)ＩＣ'|i、’?綾'１M係什の皆様に

は多人なご之樋を|、きましたことに対し謝意を表します。

６．追記

、「成23ｲＩｆ］1127-2811、」ﾋﾉL州11jでjapan-KoreajointSemina「Z0Ilf()「SuslainableEnelBy
Fxploilalionsが１%1111:されます。ｌl輔の人学生が風ﾉﾉやﾉｌ〈ﾉﾉなどのIIj'|：''1能エネルギーについて苑

炎する陽であり、鯨lKrryliI1llからのリクエストによって、私も参ljⅡ、ｿ壁のチャンスをi(｝ました。

鯨11(1での苑｣認i【験をiiW力､して、よいプレゼンテーションができるようﾂﾅめると災に、１１鯉、韓国学

'|{と交流力１W＄てることに101時を膨らませています“

ｋＬノリS"L/k9OmSL/〃/7ﾙ巴ｿﾖﾉﾉﾂﾞ
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電気工学科・電気電子情報工学科・情報学科の歩み

情報学科長久保田信久

1．学科の名称・コースの変遷

１１１学科は、ｆｕ気Ｌ学や屯子工学に関する技術を'iM広く学ぶ電気工学科としてⅡ{{和４２年

Krに発足した。当初はＭ１女(コースと電子コースの２つのコースだけであったが、その後の

我国経済の発展とﾄﾞl:会の↑,'j報化ニーズに応えてWi報コースが設置された。また､VL成１３年

度からは、学科の内祥と学科名の整合性を図るために学科`Yi称を電気電子情報]:学科と変

虹した。さらに平成１７年度の工学部の学科Ilj編に(|《い、電気や電子のハード部'''1はメカ

エレクトロニクス学科に統合され、ソフト部''１１だけが独立して』情報学科となった。

ｋｇＵｓｈＵｋｇｏ'ﾉﾉｓＵＬﾉ、几,e/写/ノリ

１８

年度 学科名 コース・過紀

１９６７－１９６８

(S42）（S43）
1(i気T:学科 コース分けせず

１９６９－１９８３

(S44）（S58）
1囮気｣二学科

1ﾋﾉﾉ,洲h

11ij2,那偶

１９８４－２０００

(S59）（Ｈ12）
地文(工学科

111Ａ(コース

11ij4コース

↑IIiIiUコース

２００１－２００２

(Ｈ13）（Ｈ14）
Tu気ｉｕｊ名情報Ｌ学科

Tuk(コース

i1ij2コース

Ｗｉ#}』コース

２００３－２００４

(S15）（Ｈ16）
111文(111jそ情報Ｉ学科

ｹﾞﾋﾞ女(システムコース

11ｉｆ,h'淵Iコース

↑IIiliMメディアコース

２００５－２００６

(Sl7）（Ｈ18）
情報学科

↑,ＩｉＷｌメディアコース

コンピュータ応用コース

２００７－

(S19）
↑IUi報学科

↑I1ifllメディアコース

ＩＩ１ｉ＃'１１デザインコース
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2．教職員名と在職期間

パリリらカリパリロノノrsL/ＬﾉﾉﾌﾙE/万"ｇ

－ｌ９－

氏名 在職期間

教
授

溝口研i(ｺト

牧元

浜砂兵吉

（]：誠一

渡辺止

池田修蔵

高崎重雄

'１１１１本辰美

佐伯節夫

権藤靖夫

安在弘幸

榎木皿仁水

野沢忠化

楠f、勝

福ＩＨＩ順子

藤)'二邦犬

松枝宏明

嶺勝敏

緒方純俊

今村恭口

生地文也

内篇昭三

久保田信久

山ｕ静夫

守啓祐

１９６８－１９８０

１９６９－１９７６

1９６９－１９７９

１９７３－１９９１

１９７７－１９８７

1９７５－１９８６

1９６９－１９８１

１９７９－１９９２

１９８８－１９９２

1９９２－１９９６

］９９３－２００２

１９７０－２００７

１９９４－２００６

１９９３－２００６

１９８６－２００５

１９９６－２００４

1９７８－２００５

1９９２－１９９９

２００３－２００６

２００６－２００７

1９９３－

１９９９－

１９８２－

１９９４－

２００７－

助
教
授

今泉政雄

半田栄

秋原続雄

末安久利

眞田瑞穂

八尋秀一

邸俊如

１９６８－１９７５

１９６８－１９７２

１９８６－１９９２

１９８６－１９９４

１９８９－

１９９４－１９９５

２００５－２００９

氏椚 在職期間

識

師

須志}、昭一

鈴木熱

川降寛

大}'１（|,！‐

』Ii原貿行

１９７５－１９７５

１９７４－１９７７

１９７６－１９８１

１９８２－１９８６

１９９５－

助
教 森元史朗

池本友洋

１９９２－

２００３－

肋
下

小野正美

松本春利

宮内真人

後迫豊和

雄｣青

政行幸人

膝Jl-i聖三

八尋秀一

原|束｜ノノ生

1９６８－１９７０

１９７２－１９７３

１９８８－１９９２

１９９４－１９９６

１９９４－１９９５

１９９４－１９９６

１９９４－１９９５

1９９４－１９９５

１９９７－

技
師
・
技
能
員

▲
●
ニ

ノ
ｌ
ｌ

Ｆｌ
Ｉ

木柏

小林二郎

手塚顕太郎

1111-1耕生

太Ⅱ｜雄_ユ

片１１：’1三両］

釘崎郁英

|剛IlliIi英機

大野政春

１９７４－１９８７

１９７４－１９８７

１９７５－１９８４

1９８７－１９９６

1９９１－１９９４

1９８８－１９９９

１９８７－２００２

1９９９－

２００２－

珊
務

白石直J〈 1９８７－２００７
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年度別卒業生数３．

inｉ
rIgu白/PＵＫ ｗ"ＴｓＵＬﾉ〃ﾙ巴fs1Vヅ

２０

ｲｌｉ度 ?u気兀学科
地気TIjj勺hliiiM

排;}
情報学科

1９７０（S45） 1３

1９７１（S46） 1５

1９７２（S`17） 1７

1９７３（S`18） 2０

1９７４（S`19） 1７

1９７５（S50） 3６

1９７６（S51）

５５

1９７７（S52） 4１

1９７８（S53） 5７

1９７９（S5`l） 31

1９８０（S55） 3３

1９８１（S56） 3９

1９８２（S57） 2２

1９８３（S58） 1５

1９８４（S59） 2０

1９８５（S60） 3０

１９８６（SGI） 4１

1９８７（S62） 5４

1９８８（S63） 6４

1９８９（1101） 5４

1９９０（HO2） 7７

1９９１（HO3） ６１

1９９２（ＨＯ`l） 7８

1９９３（HO5） 6３

1９９４（HO6） 7７

1９９５（HO7） 7７

1９９６（HO8） 8３

1９９７（HO9） 9１

1９９８（Ｈ10） 8４

1９９９（Ｈ11） 8８

２０００（Ｈ12） 8２

２００１（Ｈ13） 7６

２００２（11ルＩ） 6２

２００３（Hl5） 5６

２００４（Hl6） ４ 5７

２００５（1117） １ `1４

２００６（Ｈ18） １ 5６

２００７（Ｈ19） 4９

２００８（Ｈ20） ７ 4０

２００９（Ｈ21） ３ 2６
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4．学科の年中行事

４川入学式、新入生オリエン

テーション、脳修指導、

新入生歓迎行事

５月キャリア面談

８，９月保護者懇談会

オープンキャンパス

１０月キャリア面談

１１月学外研修、大学祭、

オープンキャンバス

２）Ｉ卒業研究発表会

３月卒業式、卒業茶Iiili会

同一ｌ入学式

iiHiiii1iIiiiiilliiiilliliｉｉｉ
図－２新入生歓迎会

区1－３学外研修

ＫｇＵＳﾉﾌＵｋｇＤＷ５ＵＬﾉﾉﾌﾙＰ７写ﾉﾉﾘ

－２１－
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lxl-4オープンキャンバス

nW！

|叉'－５卒業研究発炎公
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｡,IiiiiiilllIiiiiiiiiiiiiiiil
Ｉｘｌ－７卒業研究の・環として制作したコンピュータグラフィックスの作IWlド

5．その他

情報処ｆ１Ｉﾘ)野の資格（Ⅱ({ﾉI：１１６３ｲiミー平成２０ｲ|リ

・Ｉ１ｌｉ柵処'''1技術者試験ｌ９ｆ１が本学科(I('１を''１に合格

・初級システムアドミニストレータ試駄５７，が本学科ｲ['riIlIに介梢

､:'lAIllに取得可能な二iiなfr格

・111文(ｉＩＩＩ技術者学校I認定

１１i女(主任技術昔(第１ﾄﾞIli、第２種、第３「Iii)免状''１論の際に学科試験が免除される

・無線従榊者免許

ＺｉＹｌ級陸上特殊無線技'二・Ziii2級illjl:特殊１１１(線技士・節３級ihj｣1特殊無線技|：

・教ｕ免許

，lli聯学校第liWi兜,;'|:状（数学，Ｊ業）

’|'学校第１徹児('１:状（数'股）

jiな戦行施i没

・ＩＩＢ<(jIL礎実験室、

辺(!；1学実験室、

TuA(機器災験室、lllilull突験宗、Ｍ(1lU1奨験察、屯「工学災験窄

↑Ｉ１ｉｆｌｉ［'γ災験室、パソコンiii習室

ＫＷＳﾉﾌﾞＵＫ９０,''三ＵＵ,7ﾉﾄ巴,g/'９

２３
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第２学舎の記憶

怖報学科４年生高橋敬和

第２学舎から観た景色

ドに,Iil(せた？』:』ＯＬは、第２学舎から撮影したものである。私たち↑,IHiW1A科の学生は、常日頃

からこの!;｛色を見て学校’|そ活を過ごしてきた。この度、良ｲ１１の厭山をもつl:学部の廃111に伴

い、↑,IiliM4ﾄﾞ:|も廃lことなる。そこで、この場を借りて私たちがh'てきた!;&色をここに残そう

と思う。

１．

Ｋ坐訪LノパｇｏﾉﾉﾉｓＵＬﾉﾉﾌﾙ臼巧ノノリ

ー２４－
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FM限

団田四国鹿q蕪

２．あとがき

これらのflj:lILを観て、どこから搬影したのか分かる行がいたのなら、その者は典liiillに学

校に通っていたのだろうと思われる。私たちが過ごしたこの場所を忘れないでほしい，

ｋｇＵｓｈＬ/Ｋｙｏ'ﾉﾉｓＵＬﾉ、ﾉﾚ已石'/ヨ

ユ５



ＣＤＭ
、wIOOufP【ハロmELprVig

⑨Ｆ'◆Jも?■DOU唾D1zlJlA1w■軍翰I

～!．

土木工学科・都市システムエ学科・環境土木工学科の歩み

環境土木工学科学科便牧角龍憲

榊師鄙曙光
１．学科名称とコース名称の変遷

環境'２木工学科は、Ⅱ/{和４２ｲＭｊ１に設立されたl:学部４学科のつである｜:水上学科として発足し

た。その後、都市の終liliおよび再|}卜|苑１１F業が総んになり、都IIjの機能を守り、維持するためのシステム

の柵築が要望されていたため、」|止成１７年度から邪ｉＩｊシステムー[学科に名称変EIIした。次いで、１A成１９

年度には、従来の都IliシステムＴ学科と環境サイエンス学科が発峻的に統合し、両学科の中心的な救育

研究価域を柱に「防災」と「環境」という２つのITi典なテーマに対応する新しい学科として'|:まれ変わ

り、環境-'２水丁:学科に名称変更した。友一１に学科γ,称とコース名称の変遷を示す。

友一’ 学科椚称とコース名称の変遷

ﾊﾟﾑﾉLﾉ白ﾉｱLノパリｏｒ"ｓＵＬﾉﾉﾌﾉﾄ官'５/ｒｙ

２６

西暦 元号 エ学部 学科名 コース名

970年 昭和45年 1期生 土木エ学科

971年 昭和46年 ２期生 土木エ学科

972年 昭和47年 ３期生 土木エ学科

973年 昭和48年 ４期生 土木エ学科

974年 昭和49年 ５期生 土木エ学科

975年 昭和50年 ６期生 土木エ学科

976年 昭和５１年 ７期生 土木エ学科

977年 昭和52年 ８期生 エホエ学科

978年 昭和53年 ９期生 土木エ学科

979年 昭和54年 0期生 土木エ学科

980年 昭和５５年 1期生 土木エ学科

981年 昭和56年 2期生 土木エ学科

982年 昭和57年 3期生 土木エ学科

983年 昭和５Ｂ年 4Ｉ阻生 土木エ学科

984年 昭和59年 5期生 土木エ学科

985年 昭和60年 6期生 土木エ学科

986年 昭和６１年 ７期生 土木エ学科

987年 昭和62年 8期生 土木エ学科 横造コース･土木コース

988年 昭和６３年 9期生 土木エ学科 楢造コース 土木コース

989年 平成元年 20期生 土木エ学科 概造コース 土木コース

990年 平成2年 21期生 土木エ学科 柵造コース 土木コース

991年 平成3年 22期生 土木エ学科 櫛造コース 土木コース

992年 平成4年 23期生 エ木エ学科 柵造コース 土木コース

993年 平成5年 24期生 土木エ学科 延殻管理コース 8十画設計コース

994年 平成6年 25期生 土木エ学科 延設管理コース 8十画設計コース

995年 平成7年 26期生 土木エ学科 睡駿管理コース １１+両盟計コース

996年 平成8年 27期生 エホエ学科 建設管理コース 8十画設計コース

997年 平成9年 ２８期生 土木エ学科 釦罷管理コース Z十両殿計コース

998年 平成 ０年 29期生 土木エ学科 延盟管理コース 8十両鰻計コース

999年 平成 1年 30期生 エホエ学科 廼襲管理コース 計画盟針コース

2000年 平成 ２年 31期生 土木エ学科 建設管理コース 8十両殴計コース

2001年 平成 3年 ３２期生 土木エ学科 虹鰻管理コース 8十両盤:+コース

2002年 平成 4年 33期生 土木エ学科 脚鰻管理コース ''十両盤計コース

2003年 平成 5年 34期生 エホエ学科 睡殴管理コース :十両盟計コース

20Ｍ年 平成 6年 35期生 土木エ学科 陣XGr管理コース 8十両殿X+コース

2005年 平成 ７年 36期生 都市システムエ学科 都市デザインコース･都市テクノコース

2006年 平成 8年 37期生 都市システムエ学科 都市デザインコース･都市テクノコース

2007年 平成 9年 3B期生 環境土木エ学科 'ピルデザインコース･エコサイエンスコース

2008年 平成20年 39期生 環境土木エ学科 'ピルデザインコース･エコサイエンスコース

2009年 平成２１年 40期生 環唖エホエ学科 'ピルデザインコース･エコサイエンスコース

2010年 平成22年 ４１期生 環境土木エ学科 シビルデザインコース･エコサイエンスコース
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２．教職員名と在職期間

Ⅱ/{和４２ｲ1ﾐに発足してから1Mｲ|;までの４３ｲI1lIll、多くの孜職山が学生の教育に桃われた．炎－２は

数職u１名とｲI昌職期''11を,I《す．

炎－２教職員の/li職I9Ill11JjXi炎

ｋｇＵｓｌ７Ｌノパリロ'"sL/Ｌノノ7'I官/二Ｊ/ｙ

－２７

氏名 在職期間

教授

今井要人

山田辰次

安田与吉

鐘ケ江貢

薄慶治

大塚謙一

小林幸治

ｶﾛ賀見一二三

生島芳雄

川原琢磨

最上幸夫

長弘雄次

諌山幸男

田中邦博

小坪清眞

松下博通

三原徹治

上田年比古

高山俊一

小島治幸

鳥野漬

荒尾慎司

片山正敏

前田良刀

森山克美

牧角龍憲

昭和42年～昭和53年

昭和42年～昭和56年

昭和42年～平成3年

昭和43年～平成2年

昭和44年～昭和47年

昭和46年～昭和62年

昭和49年～昭和51年

昭和51年～昭和57年

昭和51年～昭和62年

昭和52年～昭和54年

昭和53年～平成2年

昭和56年～平成7年

昭和59年～平成6年

昭和61年～

昭和62年～平成6年

昭和62年～平成7年

昭和62年～平成19年

平成元年～平成7年

平成元年～

平成3年～

平成4年～

平成6年～平成16年

平成6年～平成１７年

平成6年～平成21年

平成7年～

平成9年～

助教授 荒巻真二 平成10年～平成20年

講師
相本正

鄙曙光

昭和51年～昭和53年

平成15年～

氏名 在職期間

助手.

助教

田中広行

泉万喜男

天野一彦

園田裕虎

香月隆志

諸隈正人

織田親宏

杉浦高明

木村貴之

徐光黎

畑岡寛

昭和42年～昭和49年

昭和42年～昭和55年

昭和44年～昭和48年

昭和53年～昭和55年

昭和63年～平成10年

平成3年～平成6年

平成6年～平成7年

平成6年～平成7年

平成6年～平成8年

平成8年～平成10年

平成11年～平成22年

技師。

技能員

高橋秀雄

石井－治

大坪智

山田良一

森門昇

下打忠重

木本孝

安藤忠夫

小林久夫

久保田晴健

森厳

笈木敏行

柴田利夫

狩山裕

原喜則

熊谷和也

昭和50年～昭和53年

昭和50年～昭和62年

昭和53年～昭和62年

昭和55年～昭和56年

昭和56年～平成3年

昭和62年～平成9年

昭和63年～平成7年

平成元年～平成１５年

平成3年～平成18年

平成7年～平成8年

平成9年～平成16年

平成10年～

平成16年～

平成17年～

平成19年～平成21年

平成21年～

事務員 大隈えり子 平成元年～平成17年
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３．卒業人数

昭和４５ｲ'三度に第1101乍驚生が卒堆されてから､ＷＪＲ２ｌｲ12度まで総iil2160名が卒業された。ゲイl畠腫も

２２７，が’fi腱見込みである。年度)jllの乍堆人数を炎－３に示す。

炎－３イ|ﾐl必ｊｌｌの卒業人数

年
３
４
５
６
７

４
２

１
１
１
１
１
１
１

２

成
成
成
成
千

３９
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

９
Ⅱ
０
１
ｌ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
０
０
Ⅱ
０

名
名
名
名
名
名
名
名
名
名

８
５
７
４
３
－

２

６
６
５
４
３
２
１
２

生
生

生
期
期
期
期
期

期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期

２
３
４
５
６
７
Ｂ
ｇ
０
１
２
３
４
５
６
７
Ｂ
ｇ
０
１

２
２
２
２
２
２
２
２

３
３

３
３
３
４
４

４．学科の年中行事

（１）新人''三歓迎会（焼き肉パーティ、秋刀魚パーティ）

（２）学外見学（｣ご水の1弓事現場、｜木の構造物の兇学）

（３）乍業研突発衣食

（４）椛堆式

（５）乍堆祝賀会

|叉'－１新入'|:欲迎会の焼き肉パーティ

ＫｇＵ幼ＵパリO'ﾉﾉＳｕＬﾉﾉﾌﾙ官'写ﾉﾉﾂﾞ

２８

年度

西暦 元号
エ学部 卒業人数

年度

西暦 元号
エ学部 卒業人数

1970年 昭和45年 1期生 31名 1991年 平成3年 22期生 66名

1971年 昭和46年 2期生 24名 1992年 平成4年 23期生 78名

1972年 昭和47年 3期生 28名 1993年 平成5年 24期生 63名

1973年 昭和48年 4期生 23名 1994年 平成6年 25期生 90名

1974年 昭和49年 5期生 35名 1995年 平成7年 26期生 87名

1975年 昭和50年 6期生 77名 1996年 平成8年 27期生 88名

1976年 昭和51年 7期生 72名 1997年 平成9年 28期生 90名

1977年 昭和52年 8期生 92名 1998年 平成１０年 29期生 89名

1978年 昭和53年 9期生 85名 1999年 平成１１年 30期生 87名

1979年 昭和54年 １０期生 58名 2000年 平成１２年 ３１期生 77名

1980年 昭和55年 １１期生 64名 2001年 平成１３年 ３２期生 68名

1981年 昭和56年 １２期生 57名 2002年 平成１４年 33期生 65名

1982年 昭和57年 １３期生 38名 2003年 平成１５年 34期生 67名

1983年 昭和58年 １４期生 37名 2004年 平成１６年 35期生 64名

1984年 昭和59年 １５期生 27名 2005年 平成１７年 36期生 53名

1985年 昭和60年 １６期生 32名 2006年 平成１８年 ３７期生 41名

1986年 昭和61年 １７期生 29名 2007年 平成19年 38期生 36名

1987年 昭和62年 １８期生 21名 2008年 平成20年 39期生 21名

1988年 昭和63年 １９期生 １９名 2009年 平成２１年 40期生 １７名

1989年 平成元年 20期生 25名 2010年 平成22年 41期生 22名

1990年 平成2年 ２１期生 39名
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環境土木工学科研究室の紹介

環境土木工学科４年生弘田

宇野

玄

lMl志

１．はじめに

今ｲｌｉのＣＯＭｌｌｌｌｆは蛾終トナということもありまして、これまでは学外で取材をしてきた給果を持
ち帰り、綱集してバワーポイントで発表するという形でしたが、股終号では工学部のあゆみと各学

科の研ﾂﾞﾋﾟ寵を紹介をさせていただきます。今'''１は、各lU}究室のメンバーや卒膳研究|ﾉhl容、Ｉﾘ}ﾂﾞﾋﾟ宅１１：
ｌｉ等、今まであまり知られていなかったことを、詳細に紹介できたらと思います。

昨｛liにリ|き続き環境二上水［学科のＣＯＭ迎洲委員をさせていただきます、′Ｍ>〃}ﾂﾞﾋﾟ室のＩＪＩﾂﾞﾋﾟ生の

片ですい」1'|:ｲﾄﾞは、取材旅↑｢の原稿作成でしたが、今ｲIiは形式が述い戸惑うところもあり、イ熱荷で

ﾉﾉ不足ではありますが、金ﾉﾉを尽くし作成いたしましたので読んで頂けたらと思います。

それでは、各Ｉｉ１Ｉﾂﾞﾋﾞ室から授かった１J}究室iWI介の文11Fを、褐１１mしたいと思います。文TI$椛成の関係

Ⅲ読みにくいところがあると思われますが、ご「承ください。

２．森山研究室

I）教１１と学ﾉﾋの紹介

森１１〃1,LXi数種：鹿児島U,ＬｌＩｌ身。（(Ｗｍ１分野）ノｌ<画工学、ノ|<環境｣:学、水処nM工学などのﾉl<TIにllLlわ

る環境分11（学'Mllいのある優しい人。また、鍋奉行として、志ｲI：会では美味しい鍋を披露。

板橘IliWi：柵岡U,L出身。駅伝部に所属。４｛1{で、幽ili部員となる。クラスの｢'1での酒豪ランキン

グでは、’lUT定５位タイ。nIli[ill圧で、禁酒ｌＬｌ１ｏ

ｋｌｌ１洸：熊本からきた～。高校Ⅱ$代はI(i校球児。illIi豪ランキング(Fi1雄で２位。やるときはやれ

る男。

2）卒ＸＭＯ１究紹介

テーマは「窯業除去プロセス化のための既

存下水処'''1場の機能評IilIi｣。

赤潮のMilj」Wである窒素を除去プロセス化す

るために既存の機能を調術し評価する。

３）その他研究宗行事

忘年会などの飲み会が多く、研究祭には常

Ⅱｻﾞお酒がある。また、他のＩＪＩ究室と合同コン

ペ。JiMNは鍋を,|I心。

３．園田研究室

孜員：MlllI1裕虎准教授

メンバー：’１１柵真人Ｉ|'島連i'ｉＲ

ｌｌｌ１ｌＬｉ勇太

ｋｇＵＳｈＵｋ９Ｏ"ZSLノリ'7化臼'S/'９
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卒業ｌＵＩ究細/ｒ

ＩｌＩＩｌＬｉﾘﾌ太

私は、人'勝)上発屯モジュールのｌＩｉｋ苑''１１'(がiUL

られる岐適'没r{傾斜ﾉｲ]や'1〔[料地の腿園の成育状

況調行などのために、ソーラーフロというソフ

トを使って斜,rIi｢'４'のＩｌｉﾂﾞﾋﾞを行っています。’ﾉ’

容は、地ｆｌ１１的気候的条('':の兇なる斜Ｉｍｌ１９ＩのHMi

成をiMべています○

Ｉｌｌｌ;lj達Ａｆ・ｌｌｌＷ１ｌ１ＩＬ人

私たちは、ノL州共,`':大学における臓性l:|:iと竜離

化炭紫の変11iljについての研究をirっていますＵ

内奔は、１９９６｛｢から２００９ｲﾄﾞまでに九州jいf人‘

のillll疋仙の解析です。

2009ｲﾄﾞまでに九州jいf人`粧内でillIl定された酷|`'11:ｉｊと人気｢'1の 二酸化炭素波峻

その他の研究室↑『'|「：

北ﾉL州I|j道路サポーター活釛（校''１１前の植我のｲﾋﾞ植えと整IMiなど）

学校ビオトープでの米作り

ゼミ

バーベキュ～

鍋パーティ～

４．高山研究室

l）数員と学生の紹介

尚lll俊一

いつも笑顔で穏やかな人です。しかし厳しい－lIliもあＩ)、，試料作りなども何陛でもやり直しさ

せますが、学生・人一人のことをよく考えてくださる、心の広いiＭかい叙授です。

桑尼学

彼のｌｌｌ身は商悌Ⅱ県です。体はとても丈夫で、一瞳決めたことはガンとして変えない蚊の固いと

ころがあI)ますが、誰よりも人盟のある真1mll過ぎる男です。

'１１村雄樹

熊本U,Ｌｌｌ１身で!｣道部のi呈将です。いつも物'Niかで’１数は少ないですが、冷静にに1分がやるべき
ことを考え、秘liIj的にmli1lしますが、遅れて来るのが玉にキズ。

占芥貫紀

桑尾ｲﾄﾞと|可じ'１１i川原Ⅱ}身、彼は巴んなことを考え過ぎるあまり心ｿjが絶えません。しかしそれ

は、何て}Fにも典1111に取り組んでいるという,iII拠です．でも体は危機一髪！

ｋｗｓノフリバリo"KBLﾉＬﾉ〃ﾉﾄ恒/=ﾉﾉｮ
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ｌｌｌｎｌＷｌＩ身、考え方はlii純。

2）卒業研究紹介

桑1ゼ

ゼオライトを混合したコンクリートの諸`『|:Iir。

Tl7111

付ｲＯｆ骨材を使用したコンクリートの乾燥収縮ひずみの机Iili'Ｉ。

１１１村占谷

竹・樹皮剛繊維をilg合したマグネシウムモルタルの吹き付け材としての性能

５．成富研究室

私たちは、ノ|<環境ｌｉｌＩ究室に}ﾘT属していますｕ

メンバーは、成篇勝撒授、「々和技i1Ili、桑野

技ｉ１１ｌｉ、そして、研究祭化の萩1‘優希、小野ｌｌｌ

久)ﾐの５人です）

卒業研究のテーマは、萩１世が「学内ビオト

ーブおよびガラス案における11Ｍ三IWi物とその

他の''１き物ＩｌＭ行｣、小野l{1が「｢1生する絶滅厄

倶械物の保iiuにllLlする研究」です。

ｊｉな活動としては、人iE業研究のための調査

として、兵l11iUILの「潟に行ったり、ビオトー

ブ場で塩生械物の'|;行実験などを行ったりし￣

､獺ｉｉ１Ｉ蝿

しています．

６．枚角研究室

l）孜員とﾉＷｌｉの紹介

枚/(1龍懲数授

卒業(ｌ}究では、常に|ｍ白いこと.新しいことをして、生徒を楽しませてくれる先21ﾐ。就活

の相談にⅢＩしては、常に親身。

北IliIi嵐と

からあげクンがトレードマーク。枚/(ＩＩＪ｢究窄のからあげクン。

研究に対しては、ここ一番で'だ力をﾌﾞﾋﾞ郷。コンクリートを練る際の、材料のｸ)lIiをillIlる技

術は、↑ＩＩＬ意な料'''1からの応H1で光る物あり。

ｉ１Ｉ野浩樹

卒ＩＪＩに対するやる気は、簸初がピーク。今は卜火。

撃たれ弱く、今はTl,ljlllDf究宗から、（U}究室への侵入を幾度となく疑われ少しブルーに．

ＫｗｓかＵｋ９Ｄ"盾ＵＬﾉ〃ん曰官ﾉﾉｙ

－３Ｚ－
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ｌﾉﾋに火がつくまで、なかなか|限がlもがらない。

2）卒業研究室紹介

炭素繊維混入によるコンクリートの迦屯発熱災験。

了炭粂は電気を流すとｿﾋﾞ熱するという１１，１象を利lllし、

コンクリートを練り混ぜる際に､炭素繊維を混入することで、

j血Ⅲすると発熱するコンクリートをlU}ﾂﾞﾋﾞしています。

冬に|上図でもBkらない近路を雌終'１標に、改良を0mね

ています．

3）研究ir1i

鹸終'1標である、冬にi4jらない道路の火H１1に向けて、２

１１に北illjjujiへの研究旅｛『がi｢われます”

※写真は迦埴時とサーモグラフィ~

ｻﾞ;蝋､門 '鰯
_「,１｣』，

IIJ
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７．烏野研究室

l）教Liと'12生の紹介

1:j野教授…11木柵巡|:学、リililｿﾞ|:構造など教えている。1:j野教授…11木柵巡|:学、リililｿﾞ|:構造など教えている。′Ｗｌｉへのl「IiIfIl!【lが良く学''二に純りにされてい

る我授。Ⅱ#には優しく、時には厳しい．

好きなもの→下焼耐とセブンスター。

*''１１野勝〈f…大分}l}身。飲み会でいろいろ迷淵((/i;世保バーガーや1rく似ていない物I1L似など)を残

している□

lIIilI〕からlliMilliは'i21ii人だろ…凸ってよく『;われる。

化野lL則…企てがナゾ。半lU1に全く参ljllせず、や業も危ぶまれている。

；lfTなもの→苫いビール！

2）卒業研究の紹介

，!:ｊｌＩ１１ＩＪ１究室では］軟弱)|:lIiはＭＩＩ(におけるIl1ll方

流勅特性ノについて研究しています．！;１６ケースの

解析モデルを作成し、0111方流11ﾘ1の踵101'1$間変化をま

とめました．

3）その他の研究祭行泰

企災の方とＩＪＩﾂﾞﾋﾞしたり、 他のＩＪＩﾂﾞﾋﾞ室とrTl1ilで飲み食したりしています

８．小島研究室

l）教iｉど)4値の紹介

小島治'１*数授

担11科l」：基礎ﾉ|<'''1学、↓しill1水f'WiA、ｉ()Ⅱ&珊境1？}た、ノ|<Hl1術'|爽験、ｌＴ利111法Ⅱ、防災シス

テムｌ:学、卒漿I）}先、ｉ１ｉｊｉｉ環境|:`､)た持論、ｉ(>岸波鋤I:'rt持論、ノl〈圏・環境工学特))'１研究

（\攻(しlj〔１１Ⅲ分野）：海ｈｌ・港湾1芒'i４，ｉ(iii;i阯洋・環境［'､i塊、地球環境」:'i４

パリL/Sかし/Ｋｙｏ"店ＵＬﾉﾉ7/｢e'５//日
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#ｌｌｌ奈川県出身。何ｚｌｉもめりはりのある人です。卒業ﾙﾄ究やiMi義では真面目で厳しいが、食叫;会
や飲み会ではi活しやすくて学生となんでも話し合う(''１．おiljliが特に好きな方です。

郡１１W光講iII1j

担当科目：水理環境実験、ＩＴ利１１]法、都Tl丁計画学、ｔ質実験

IIji攻(専門分野）：水理学、海岸｣ﾕ学、計ji[流体力学

Ii1風出身。１W段からやさしくて、とてもiiiliしやすい人です。パソコンを使ったi;|･筧等をﾘﾊ’11と

しており、パソコンのスキルは|:１１当なものです。

熊谷和也技illli

担当科目：実験全般、卒業研究

島根県出身。パソコンを使っての計算や数学等のIM1数系の科目が得懲．卒業研究の調査の袖助

をしてもらっており、いつもおllt話になっております。趣味はインターネットと読書。

卒業研究生

石}１１祐士

iWiiliM畔ＬＩＲＩ身。，rli校時代はjiII道部に所属していた。アユ段を所有している。普段のi撒護や卒業研究

では物静かで典面目だが、試験やテストといったここぞという時に大きな力を発揮する。プラ

イベートや飲み会では、ものまね等のお笑いが得怠で、話すと面白い。

弘}l］望

ｉｉ雛Ⅱ県出身。lli校時代はソフトボール部に所属。また、iilI道は小学校時代から経験しており二

段所有。体質的にお酒は飲めないほうだったが、総務委員会に所属していたので飲む機会が増

えて多少は飲めるようになった。趣味は、バスフィッシング。

古郷太規

福岡県出身。１１．１i校時代はレスリング部に所属しており、見ての通りの筋肉質な体型で、ルック

スもワイルド系で坊主とひげが似合う男です。また、現地i澗森で作業llMを着る機会があります

が、研究生の１１１ではダントツで作業服が似合う。

山野光貴

山口県出身。irli校時代はサッカー部に所lllioポジションはミツドフィルダー。学科内では一番

のiilli豪。彼が酔った姿を見たことがないくらい、お酒が飲める。研究室のムードメーカーであ

り、飲み会での彼の発言は、みんなを笑顔にする刀がある。

2）卒業研究紹介

テーマは弘田、111野が「三里松原海岸における海浜変形と沿岸襟砂に|則する研究｣。

三里松原海岸は、遠賀川河口から西方に芦膿海岸、新松原海岸、波津海岸と連なって波津城、黒

埼鼻にいたる海|;ｌである｡三里松原海岸では１９９６年から２００２年にかけて11A太で年に約3.6ｍの速度

で汀線が後退する地点があり、全体的に侵食噸lr1である。本研究では、現地iiM喬(海iI4iiiI1iii1iMｲＩｆ底

ｋ:ﾘＵ５ｈＵパリａ１ＴｓＵＵｎﾙ白Ks7Jg
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fI1lM行、蛍光砂調汽、波浪調代)によりiIi1松U;(illjiilにおける海浜変形の実態歴把握することを｜Ｉ的

にするとともに、ＩｌＩｌ趣への対躯〃法を検制してい

ます。

イilI1、１１｢郷は「DRlMT法における岸i'''方向の腫

さによる特`|ﾂﾞI:に関する水理棋ｌ１ｉ'』実験｣。

砂浜はfiiEな環境資源であり、海岸法では目ｉｌ１

的防災機能をもつ防遡施設として認知されている

方で、わが国の砂浜海岸の仕食問題は深刻化し

ている。その対策1:法として、安価・蛾観．環境．

利１１|面に催れた漂砂lliIl御技術(DRIM1ﾕ法)が提案

されている。DRIM-1:法とは海底にできる砂れんを

SINカーブで近似し人正的に瓶ませた形状をブロ

ック化しllliべたものである。これまでの侵食対躯

|:法にはなかった、ll1iill方|（,lの漂砂をIliIl御するこ

とができる。この’:iムの潔砂iliIl御機能の効果をﾉk

IIl1模型実験によりｌＵｌらかにしている．

illliii
3）その他研究室１１:Ｗ

忘年会や歓迎会などの飲み会が多い研究顎で

の飲み会も多く、ＩＪＩ究室には乍驚生聯からいただ

いたおWiがたくさんあります。他のＩｌｉﾂﾞﾋﾟ室の'Ｗｌｉ

との交流や飲み会も多い。また、月’'''1、小ｎｌＭｌｊ

Ｋにある101根-1二潟に絶滅厄i“Iliのカブトガニの幼

'|{に会いに↑j:っています。nの写真は、そのとき

篝

'1{に会いに1jっています。イ｢の写真は、そのときの集合'jjHl'(ですｕ２０１０ｲ1ｔ１０月にはDRIⅡ工法の見

')たとして、研究室メンバー余liで鹿ﾘ,l`';&県の指1iWまで１１，１場lil学に↑｢ってきました。

９．田中研究室

ｌ）教員と学'kの紹介

田''１１１１博救擢

担､''料'’：ｉｌＩｌｌｌ'（’:学・H1ﾐ験、基礎’:学、’:ffIﾉﾉ学、部,IjT芒学などの〔Ｉ側Ⅱ,科日を数えている．，ﾛ，

事にも熱心で、ｈ''；からも噸Dにされているﾉﾉ{尚のある先,iﾐ。ｉＩｊｌ,学f,{虻援課を↑『き米し、多忙

な時'１１１を利いて、学flﾐの}||談を親身に'''１いてくれる、人間としての鏡です。

狩１１１桁技Ｍｉ

ｌｌ数は少なく、的砿な指導をしてくれる、蝋りになる技nlliさんです．

安川繁技｢Ｉｌｌｉ

ｌｎｌｌ:心がつよく、頼りになる技iI11iさんです‐またバーベキューや飲み会の|礫には率先して幹

LlTを務めてくれる、１Ｔｍ１ｊﾉﾉがある〃です．

ｋｇＬﾉSﾉｱLノパL/C"店ＵＬﾉﾉﾌﾙP'5ﾉﾉﾂﾞ

３５
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椛業研究生

IflWii沙也呑やればできる人。お酒が強

い人。

久保田哲「ｲ|カワウイネ～」が口癖で、

学科一の遊び人。

'if野伸志「||:ｌｉは段取り、女は横取り」

が1-1癖の人。

（写1,〔）111中研と愉快な女子達

２）卒巣研究紹介

「,1.1i齢化社会・IVIilIl:に対応する街づくりの現状と、ＧＩＳおよびＧＰＳを11｜いたハザードマップの

作成と利)'1について」の研究に取り$|[みました。

ｉ'.'i齢化ﾈ|巨会を背111に捉え、上水`|Ｉ業に福祉的IijI点を１１１いて、バリアフリー･道路整備等を,洲介し、

現状をより明細にした嘔子地図を作成することを||的としています。

３）その他研究室↑]:Ｉｉ

ｌ{111ＩＤＩは毎日が祭り！「ＮＯＲＥＧＲＥＴＳ１」を１澱い文句に、（II1LlFにも収Ｉ)組み、卒業ｪ(という最

人の、:,|；に遇進あるのみです。

１０．おわりに

今''１１のcoMl11)子が１１A終号、岐後の環境|二水]:学科の学生、ということもありまして、ムイ|<にjjlき

続き作成作業をさせていただきました｡最初は､「Ｉら進んでやろうと思ったことではなかったので、

気分がのらず、まわりのみんなに迷惑をかけたと1A1います。会,瀬も楽しい内奔ではないので、1,1く

終わらないかと、思っていたのが本心でした。でも、やらなくてはならないlll期が来たら、やって

やろうという'どＩ党ができて、煎り腫れるようになりました。当ｲＩｉより、今までで－番に良いものを作

ろうと、食事時'１Mや軽る間を↑|;しんで、作成作堆に没頭しました。

左ｲＩｉの取材旅↑jのCOM作成とはまた違い、ⅡＡＩ人のことではなく、学科全体のﾘｷﾞを取り」:げていか

なくてはならなかったので、幅が広くて大変でした。今liT|作成することができたのは、みなさまの

ご協〃のお陰だと思っております。

１１，１後に、最近の|:水業界は経i庁的に厳しいとはjILIいますが、せっかく太'rhまできて、｜名木や環境

のＷ〔'''1川織を学ばせてもらったので、将来はその卿１１識を'１ﾐかせる場所で、ｌｊｌＭ２って行きたいと思っ

ております。工学会の皆様には、色々と協力してlYiき、心から御礼申し」Kげます。

雌後まで、ご愛統いただきまして、ありがとうございました。

ｋＷ５ﾉﾌﾘＫｙｏ///ＳＵＬﾉﾉﾌﾙe店ﾉﾉ且

３６
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建築学科の歩み

建築学科長氷１m降聞

1．学科の名称・コースの変遷

、'1学科は、デザイン、柵進、環境|:'１２薄多岐にわたる述築学をIIlII{広く学ぶ巡築'１ノセ科として

昭和１２ｲ'２皮に発足した,』、ｌＷｊはコースＷ)をil:っていなかったが、その後の我l副経済のブビ

腱とi《|:会のニーズに応えて述築コースと0没Iiliコースの２コースに|ﾒ:う)されたい

このコースＷ)はvihIi3〈Ｍ』iからは、デザインコースとビルテ・イング・サイエンスコース

にｆ,称変更し、カリキュラムもそれにふさわしいものに改めた。

さらに､|戒15〈|ﾘ堕の1学部の学科IIi編に(|｛い、コース1ﾒ:分は、述築デザインコース、他環境

デザインコース、インテリフ'デザインコースの:〕コースに変廼された．

ｋｙＵｓ〃し′Ｋｙｏ'ﾉﾉｓＵＬﾉ,wし２，s,fｇ

３７

{|：度
‘､

族科椚 コース・課WＩｌ

11{網1`'２－１１部１５`Ｉ 処築学 コース分けせす

Ⅱ(胴１５５－平bR2 辿築Ｗ《:｝
辿築コース

,没I1iiiコース

瓦IりjＲ３－Ｗｋｌ４ 逃築'』ん科
デ・ザインコース

ビルディング・サイエンスコース

1戒１５－ 辿築学科

巡築デザインコース

Ii1環境デザインコース

インテリアデザインコース
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2．教員組織の変遷

(注）在職!！I'１１１の年号は、原１１１１として就職{|{の４月から退職ｲi三の３月までを示す。

ＫｗｓｎＵＫｇα"sLﾉＬﾉ刀ﾙﾛﾉ宮"且

－３３

氏粉 (11職1U1lHi

教
授

’’
１

上心

jlii

岩楯Ｕ

/OHI三郎

木下）’ ﾉミ

松iｉｌｉｊｌ l1llj

根岸紙

近藤和之

竹下秀俊

ljⅡ藤孝犬

i[崎文山

堺純一．

尾道煙了２

永田雌Ｈ

古屋満

１１甑143ｲＩ －１１ 杯1151年

Ⅱ鋼143ｲ’ ヨ’ {ＩＥＩ]5０１１

lliZlR｡l51Hl ヨM和53ｲ１

Ⅱ部【151｛Ｉ －１１１M１，４年

ⅡBFu51ｲＩ -,|り１膳元＃'二

１１部】別ｲ１ -|M網161年

IlILlNM8ｲＩ -W戒18年

昭11150｛１ -W１１戊17年

HiLll：Ⅱ61ｲli-1M{1(1163{|Z

囚１１１]1t元11-,1戒16年

』|城16ｲ1￣､|城19年

１１甑148ｲＩ

IHWm

ﾕ円戊3fＦ

助
戦
授

iui付友．

徳弘貞!’

崎 山

ｕ

「行久Mli

佐藤典美

平坂継【}Ｉ

宮崎信行

大鶴微

小島日.

溝lTl1ll子

堤洋樹

鈴木要

１１瓢143ｲI；-11綱149年

|慨Ⅱ48ｲＩ ヨ|鍬】56年

H【 、50ｲＩ －，１城17年

I願152｛|ミヨI鮪J53年

昭m53flﾖｰﾕ1城2年

１Ｍ;Im51fl＝|城19年

訓酊』た元#'二-月l戒22年

｣}敬2fiﾖｰIMI戎3年

W戒17ｲ'一Wりjjil9年

』1城３

J1勁可1ｔ

jl械19ｲﾄﾞｰ

,iNi

mIi

小阪fjf二

毛丼崇hＩｉ

石内伽

Ⅱ鋼]48〈l＝ⅡM;1150年

I甑l54l1身－１M胸57年

H【 和61ｲ'二51城3年

氏名 /F職期間

助
教

政岡h1iiiI． '|城８

助
手

在永オミ徳

西村祥次郎

大石泰敬

竹''’１１『j次

'１洲143ｲﾄﾞｰI閉148｛i：

１Ｍ綱l43fF-H鋼148ｲ１

ⅡM:Ⅱ48イドゴ1部Ⅱ50ｲＩ

|M網150｛|邑-１１ Iil53〈１

技
師
・
技
能
員

'１１野勝

石１１１職美穂

lIIIⅡ良一.

手塚顕太郎

松尾ｈリ

橘一兀

大庭文夫

｢１１島．､)：

栗IllfJr

青木袷

生野千ﾉ』

ｲﾋﾞＨ１懲一一

今長谷力

高Ｈ１一俊

米原jlii1lリ

永'ＩＩｉｌ忠光

11鮒148ｲﾄﾞｰⅡ部156ｲＩ

Ⅱ緋Ⅱ49{１ －１１甑159ｲＩ

１１ 綱149(l1-Il甑159ｲ’

1１ 綱150イドゴllW1ll弱ｲＩ

１１(胴l50KF-HtIFⅡ56ｌ１｛

11(l1iⅡ57ｲﾄﾞｰ平)茂2ｲ|：

Ⅱ洲159ｲﾄﾞｰﾏ城5{Ｉ

W淵159ｲF-zlﾘｺﾘﾐ7｛１

iｌ 成2ｲﾄﾞｰﾕ{戒11{Ｉ

１ ljR6ｲ'二羽jjtlOｲ１

iｌ ljR7f1ﾖｰ平ijn2年

了

成11{lき－瓦|勵jR13(１１

｡}城121F-平)jil8｛|：

１１城1１

囚|戒1３

rl戒l5f怪

41F

務

貝

子！Ｈ
）
・
４

－
１

原

、1りjR2ｲ1ﾐｰ平成21年
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３．年度別卒業生数

罠
取得可能な主な資格４．

・・級建築士受験資格（実務２年）

･空ｉｉｉ・術とＩ?‐[学会設liiil:受験資格（実務３ｲI【）

･辿築i没備士受験資格（乍驚後一旭の経験が必要）

･教員免許

同等学校救諭一種免,;＃:状（工業）

ｋｗｓﾉｱＵｋｗ"/ｓＵＬ力wU疸巧"ｇ

－３９－

(I：度 建築学科 ('二度 建築学科

11｛{和４５ 2８ 可Fljjt2 3９

'1(I和4６ 5７

３戎

6８

Ⅱ({和4７ 3７ |戒４ 8９

Ⅱ({和４８ 4４ F成５ 9４

Ⅱ({和４９ 4８

６戎

9０

昭Fｌｌ５０ 5９ V１ｊｔ７ 7２

'1｛ＩＦⅡ５１ ]0１ 1戒８ 8７

Ⅱ({和５２ 130 ｡'戒９ 9０

１１ｲ{和５３ 9３ V刊 10 8２

Ⅱ({ﾄﾞⅡ５４ 9０ 1１ 8４

|’ {和5５ 8４ F1J１ 1２ 9５

1１ {和５６ 6０ 1３ 7２

I’ I和5７ 5５ }戒1４ 7４

|’ {和５８ 4１ nijil5 8９

Ⅱ｛{和５９ 1７ '|戒1６ 6５

昭Ｊ１:１１６０ 3３ 、|戒1７ 6３

Ⅱ/{和６１ 3６ 』|被1８ 5３

Ⅱ({和６２ 2２ ､〕jtl9 6７

||({和６３ 2１ ､〕lｉ２０ 4５

OIL成兀 4０ ､j(2］ 4９

且}戒2２

､|りJR21ｲI:度ま

での紫i;’

2,514名



ＥＤＭ、）
、“－ＩＵｍｌへ』■ぜ＆ﾛ町田．,

･い､…饗当些琴翠ト
ー,＿、回

5．学科の年中行事

)０７．３．２８フｋｌＴ

,壜

し

ｋｇｂｓ方u/ＫｇａＷｓＵＵｎｊｖ白ｿ写"g

－４０－

平成１９(2007)年度建築学科業務日程概要 2007.3.28永、

j１日

学ｌＵＩ 全体
対象年次

1年

任：堤）

2年

(担任：１１(崎）
3年

任：lEjii）

`１１１：

(lllIli：I1i歴）

４

３ iiii期Ⅱ11輪

入学式(l/3）

lfull婆IlU告締UJ(4/Ｉ

３）

.!ｉ｢lIi卿間(`I／）

学科懇親会(総会）

｢新入生ゼミ」IlIilI'１

lHMFiUⅡlfm樫作成

グループlIu艦}棉導

Wr人生歓迎行ﾘリ

Ⅱl席調在日翻作IJR

グループ刷修lH噂

･収得滴りiIiIi-･覚
炎の作成

111席Klillfl]ｈ１ｈ５成

グループ脳修lH噂

･取iU済ｌ１１ｉｌＭ－･覧炎の
作成

卒研ゼミ配屈決定。

ゼミlid修Ifi導

(卒業IMA）
*卒研ji1TFｲﾐIDIの
学２１K避念｡

｢卒業研究挫項」作成

５

Car[P⑥「Ｉ､[crvi畑ｖ

Ⅱ}1勝I棚在中lll1fll;!『

(５週目．係識者へ）

C【I｢〔P(:「Inlcwi(1W

出席Jll査中lH1fMi

(５週目．保趨舌へ）

CHlreer］111(】rvi(pw

lIl席iiM在IIUlH1柵ＩＦ

(5週にＩ）

Ca［℃c「lnll1rviw

６

llIMF調i1rII】llIIflllIi

(10週目，係i池fｆ

へ）

11}席AM在中IHI報(!『

(10週目，仰Mi行

へ）

111席調査中IⅢHlllj

(10週目）

『
Ｉ
罪
Ｕ

ソ
】
邪
』

７

後期ガイ

ダンス

前期終j・

定'11試験
(～11/5）

ｊＩｉｎ寺子屋

処薬学ゼミ配hEMllIFf

巡築学ゼミ､j胴i凡定

８ ｌｈ１１潤濁懇談会 収iUi(1M位数iilIiot 収11}済!i１位数iiM症 収iU済単位数`脚fｆ 取得済IMi政,ＩＭｉｆ

９１
３

1２１

再試験

(～9/【)）

後ⅡⅢ111蛤

Ⅱ２０非柑ＩＭＩ調師選ご雁

辮莱従疋会(9/12）

脳１１醤111皆

111席AN査日税作成

グループ胤修折導

･収i\済i1iliHi-･寛
炎の作成

H1席綱従、穏作成

グループ賦修lH禅

・収1\済jiq位一･覚

炎の作成

llII縊1M盃'三liPI1作成

グループ脳I|割fi噂

･収↑\摘りi縦･覧災の
作成

ゼミ脳修指導

･取ｉｌｌｉパ11t位・覧表

の作成

1０
Ⅱl席IlM在中'１１１側(』；
(5週'三１，保護街へ）

111席iiM盃IIIllll慨11；
(5週目，保謹背へ）

ⅡlMIi調五['11111報IIi
(５週目）

卒業研究II1lII雅炎会

(I(】／６）

２

１１

学園祭

(～11/`1）

'繩11祭(迎築展）

次11:庇委員

次(1ﾐﾘ匹予rJ婆求

ゼミ随修IfiMl

・拙茂出席状況の肥

梶

1２

.`鮒jH出席状況

･だ1W試験

Ⅱ}席AM盃['''111科lｌ４ｉ

(１０迦目．侭幽門
へ）

111席綱在中間報11；

(】0週目，係,繼折
へ）

111席調査IIU1lll剛ｉ０ｉ
(10週目）

｢卒研I1u概鰹JrI」作成

ゼミ刷修lH蝉

'拝1新(l:会 コース所属調従 率研ゼミ配属AHIft

卒研関〕Ⅲ１１ﾄﾞ,1iHll雛

卒業ＩＪＩ究捉Ⅱl締切

(１ﾉﾘ）

卒研梗概提Ⅱ!(製本）

ゼミ随11穫Ifi塀（卒業

Mi）

４

２５

後期終了

定lv1試験

巡築三上識座 l(Ｙｉｌｌ折りi位数ilMlff l(Ii\折り1位数,llWt 収1\済1M位数llMiof 卒業研究発災会(Ｚﾉ1）

３

｛
① 再試験

がｲｸ・ス

卒鷺在定会(3/】7）

市堆式(3/25）

成継優秀哲進袴 Ｉ,R戦優秀者選考

コース所属決定

乍研満手条fl判定

成紙優秀者選;捗

卒研ゼミ配屈決)iＺ

学科/学'&炎iWf選考
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足跡をさがして～peepalittle～

述築学科４年畑本純志

１．はじめに～changetheviewpoint～

今ITT1のＩｉＬｌ事でＣＯＭ誌褐,liMの最終'1,1ということになりました。これまで取材の眼を外側に,ｲﾘけ

て来ましたが、今１１１１は内11|に|ｲﾘけ、私たちが１W段お世!;iliになっている教授〃のお話を伺い、蝿い

ですが、おもしろく、楽しく、卒災文集に近い'1上界を炎現できればと思います。

まずは、自己紹介です。Iiiiliiに,|Iしますと、優秀とはF1!速い人,Ⅱ,ですが、好きなことに打ち込

むと時lll1を忘れてしまうような談で、数限りなく教授ﾉIjに叱lrﾋﾞ激励されたおかげで(,Ｉとか卒漿に

ｉ１ｌｌぎつけました。そんな私がこの記1;を作成するため、，IＩ接教授ﾉJにアポイントメントを取りお

Iii1iを(tilいたいと,ｉうと、案の定の帥をされました。矛i1,,,はしていたもののｿ,‘際に受けると案外傷

つくものですね・・・。

それでは､各教授から授かったお耐蜷を教授ごｎ身のIﾘﾄ究内群とともにここに胸,,iMいたします。

文章櫛成がｆ１分で読みにくいかと思われますがご「ﾉｋください．

２．永田隆昌一都市計画学一

～研究内容～

現ｲIHは、南西,;(ｌｈ１ｉの集瀧・民家の仏統的窄llIl構成に'１MするＩＪＩﾂﾞﾋﾟを行い、’''１度かlﾘﾄﾂﾋﾞ室生と・緒

に奄芙人!;;へ調赤に赴いたそうです。このｌ０Ｉﾂﾞﾋﾞでは、文献調介や現地調111［をもとに、南西,;＃1miの

集落・瓜家の伝統的空間橘成の特徴を把握し、モデル化することを|=|的にしているとのこと。そ

れが、lilWW諸島の柴藩・LG家を研究する卜でのＪ１要な)し掛かりとなるとのことです。

・大学で印象にlihっていることは？

約２０(1:前に学'|{と－－紺にヨーロッパ研修に｢jったことがあるそうで､親Ujにその時の写１０(を拝

兇させていただきました。約Ｚ０１１１１ｌＩをかけて、イギリス・イタリア・ギリシャ・スペイン・フラ

ンス(llljiイミliT1)を【i/jl1I1した１１#のことを、つい先１１１丁ってきたようにお話ししていただきました。ど

の国も印象深く、′'jr真の１１１１影角度、場所が人切だと教えていただきました。その他にもタイ・シ

ンガポールや韓'1(|(ゼミ旅行)にも訪れたそうです。また、各ＩＪＩ究窄対抗のソフトボール大会の折

にはIliiiI11l11独得を||指してn1iMMした記憶も残っているとのことでした。

3．古屋浩一空間音響学一

～研究内群～

コンサート宵j脇における)史射音の空'''１特''''1と聰感｢'1象の研ﾂﾋﾟ．人間は．「f･無しでは生きていけ

ないから、どういった環境にすれば権編に過ごすことができるか？をテーマとするＩｌ１究内容につ

いて「齢(かつ耐iiiにご説1Ⅱlいただきました。きっかけは？とﾐｻねると、述築も音楽も好きだった

そうで、たどりｉ１ｉいた境地とご回蒋いただきました。

・入学で印象にﾀﾞliっていることは？

２０ｲＩｉｌ１ｌ１、たくさんの学'|{に１１I会えたこと。さらに、乍堆後に述絡を取ってくるＷｌｉもいる、と
大変､蛸しそうでした。

Ｋｗ幼Ｕｋｙｏ'/'５４/Ｌﾉﾉ7ﾙP'５"ｙ
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4．岩田朋子一建築照明学一

～研究内容～

巡築物の内部察'''1に、その川述にふさわしい'１(１１ﾘ]環境をつくり出すための方法、その’'１適さを

保つための方法聯の研究テーマに取り組んでいます。私はこの研究室に([嚇しました。乍業論文

のlﾘﾄﾂﾞﾓﾃｰﾏは、ノ〈空輝度ガイljの１１１現頻度に'１Ｉする検討。ＣＩＥ標準一般ﾉ〈空の名犬宅タイプの出
１Ｍ頻腫を求め、それについて碁察しました。

・人`γで印象にﾀﾞHっていることは？

「|U}究室に優秀で頭の切れる'WlZが配属され、研究も進み、研究室でも|ﾘ|るく楽しく過ごせま

した。学生の満rI;能ﾉJを見極め、Ｉ]さしい方|ｲﾘに眼をI(Ｉけさせ、しっかりと指導した賜物だと思い

ます。建築学科１１|(ｉ・の女性教幽の視点から、我がj墓の成踵を兇（〕:るように学'|{と接してきて良か

ったと思います」とご回答いただきました。

５．堤洋樹一建築材料学一

～研究内容～

１．巡物の』r均が命の/ill市別1ＷⅡ「法に関する１Jけビ

（14成２２年度科IＪ１・若手研究(B)採択決疋）

２．公｣(施設マネジメントシステム構築にＩＩＬ|するｌｉｌ１究

（､「成２０年腫科１Ｊ１．基雛研究(c)･2010年liliまで継続）

－１１q稲田大学小松(Ｊ１究室と｣Ll1il研究

３.｢ナノ」グリッドシステム櫛築に'1Ｉする研究

一｣ﾋﾉL州市,f入学,ili研究室、キノｉＩｌｉ屋大学行1111J}究室、

111稲Ｈ１人や小松研究室、」ﾋﾉL州市、ノL州111ﾉ｣(株)と災Iil研究

４．公共サービスマネジメントに'1Mする研究

_'１(稲、大学小松研究室、名,I｢屋大学谷1111J}ﾂﾞﾋﾞ掌、

佐倉市、国際航業(株)と此''1研究

５．鉄筋コンクリート新Ｔ法の耐久性に関する災,証研究

一ﾉL州職業能ﾉ｣|Ⅲ1発大学校牟,i(ＩＭＩ}究室とjLl,illJf究

・入学で印象に残っていることは？

「私は、この人蜘こ来て獅いですが、最初は体育会系のイメージだったが、そうでもなく、ま

たたくさんの学化が(l;籍していたことに驚いたことが印象に残っている。また、新入'|ｉの歓迎を

するバーベキューも楽しかった」とご回答いただきました。

ＩｉｌＩ究案にあったチューバ(楽器)を鍬ねると…

過去に吹奏楽とオーケストラをしていて、岐近はご無沙汰とのことでした。魅力を'111〈と、低

Ｉ.fはｉｉ旗を支え、Ililりの状況をIijlることがでざること、とごI1l1溶いただきました。

6．政岡清計一建築歴史・意匠学一

～研究内容～

１１:）了Ⅱｆ代のl11Il(にllljするlJi究です。江ﾉｰillf代、

たことを明らかにしようと思っています。また、

'１１車の製作は、建築職人の(I:事のiliijlj↑|でもあつ

'叩'1のデザインの歴史的位F1付けを、阯衆の存

ｋｇＬ/S/7LノパリO'"ＳＵＬﾉﾉﾌﾙﾛS"ダ
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,>:とのllLlわりから捉え直すことも考えています。

大学で印象に残っていることは？

「建築やそれ以外の他愛もないﾊﾟﾊﾟなど、学'|{さんと,;Ｉｉりあったことなどが思い起こされます」

とご回騨いただきました。

7．その他集まったお言葉～actualmaterials～

現代ﾄﾞ|:会には、モノやwilillが溢れていますが、Ｆ１分にとってﾉ|鳶､'1に必典なモノや↑Ｉ`i澱はごくわ

ずかです。モノや`lIIi報の供ﾉl<に流されないために、本､'1に価([f[のある物や↑IIi報を)１１分ける加取

総選択する力を身につけて、激動を''１き抜いて↑jってください」

ｆｒｏｍ水｢Ｈ降昌

人IlllllU係、人とのつながりを大Ujにし、先f/(後錐'１０係なく葱↓とを言える人間に

Iirom古爆浩

これから頑張ってくれるのは当然ですが、′)4部・学科が無くなるのは減しいことだと思います

が､人'ft以外でもl1il1U1nI5で集まり、また大学に愛着のある人は機会があれば,i〕Liれて欲しいです。

ＩＴＯ、堤洋樹

８．あとがき～ｗａｌｋｏｎｔｈｅｂｅａ〔h～

今ｌｕ１ＣＯＭ誌が岐終号ということで視点を変えて挑戦させていただきました。はじめは乗る気

でないものでしたが、意外にもやる父(スイッチが入り|Ⅲ渦に物，|iを運ぶことができました。ご協

力頂きました教授〃有難うございました。さて、今ｌｌＪｌＢｄ職の方を'''心にｌｌ１究室を,１１〔接ii〕Liれたので

すが、・私.という人llHを本､'1によくfⅡっている方々なので、それ(よもう蠅な顔をするのなんの…

こっちも見たくないやい！なんて思ってないです。しかし、これまでｍｉと|ｲﾘかってお話しする機

会がなかったのでそれはそれで楽しくもありました。.〃で、：つ返`ｊｉで協力してくださった万

もおられ、とても感謝しています。火はアンケート形ｴﾋで↑ｊうことも1,1能だったのですが、，111接

お,i（ししたかったというのが私のｲ翼心でありました。

現代ﾄﾞ|:会では、機械文Ⅲ)が発達し人とのコミュニケーションの場は広がったものの、実際は顔

を合わせて会話をする機会が無くなったと私は感じます。どんなに機械が発達しようと顔を合わ

せる会`ｉｉｌｉに勝るコミュニケーションは無いと思います．

ですから、直接にお話しを伺ったliIl;拠品という足跡を残すため／k熟衿ではありますが奮闘させ

ていた次第でございます。

では、述築学科の最後を次の言葉で締めたいと思います。

ｒアスファルトはWW単に歩くことはlll来るが足跡が残らない。しかし、砂浜は歩きにくいが足跡

がはっきりと残る｡どちらの道が災いのか分かりませんが、砂浜が正しい逆であってほしいと私

は思います。

少しばかり｡あとがき｡のほうが長くなったような気もしますが、文章を作成にあたってご協ﾉﾉ

頂いた救援方、岐後までご愛,謎いただきました〃、この場をかりて厚くil『１１礼を'1'し’２げます．

パリリョカL/Ｋｙｏ"/ＳＵＵ/ﾌﾙe'５"9
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環境サイエンス学科の歩み

旧環境サイエンス学科

田
富
田

亀
成
園

伸裕

勝

桁虎

１．学科の名称・コースの変遷

環境サイエンス学科は、昭和５４ｲｌｉに設立された開発学科を核とした学科である。開発学科は、も
ともと東南ﾌ'ジア近隣Ii＃lK1の開発途上国に対する｢|'堅技術者を養成する目的で|＃Ⅲ没された学科であ
るが、その後の社会↑,!;勢の変化と地域の環境保全や、環境(i'|造に対して｣二学・腿学的分野から対処
するため、、|[成１３年４）|に名称を地域環境システムＴ学科と変更した。さらに、([学生、受験生、
保,巡,レイの方々から従来の学科の名称が長たらしく、内容が分かりにくいとの指摘があり、、|広成１７

ｲ測月に簡潔lU1隙で分かりやすい“環境サイエンス学科”に名称を変uIした。また、地域環境コー
ス（'|ﾐ態環境分野と緑地環境分野）と白然環境コース（｢1然環境分野と環境↑iUiiiN分野）の２コース
llillとし、学科の内容をlU1腋にした。

炎ｌ学科の名称とコース

、11学科はｌ:、水、緑、「1然エネルギーに'１Mする科学と技術を幅広く学び、自然と人間が)し'|;でき

る環境づくりを|]指す技術者養成をl1的とした。具体的課題として、健全な水術環の維持・保全、

流域の水質浄化、ビオトープの保企と〈iIl出、Ｉ:壇劣化・端顛化の防1k、騒音・賑IIillの回避、「l然エ

ネルギーのinll1などを扱う。これによって、１ｊＷな生態系とエコ環境をｉＩ出・維持・保全し、ｒｌ然

環境の保全を|叉|る。また、、然環境と調和する人IHIの生活・生産活Iiljシステム、すなわち地域環境

システムの在り方について扱う。

さらに、｜'(|際的な視野を広げるＩｌ的で「海外研修旅行」を通して海外生活を体験できる。

Ｉ
F翌但寧孕

ｋｇＵｓﾉ7Lノパヨロ'7'ｓＵＬﾉﾉﾌﾉﾄ恒心"9
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ｲI：度 学科椚 コース

lll1和５４(1979)～平成１２(2000） |冊１発学科

､|[成13(2001)～平成16(2004） 地域環境システム工学ﾄﾞ:}

､ﾄﾞ成17(2005)～平成２１(2009） 環境サイエンス学科
地域環境コース・r1然環境コー
ス
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２．教員組織の変遷

炎２Ｍ；1発学科・地域環境システム］:学科. 蝋境サイエンス学科教職風一覧
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氏名 （l:職IvIll(１

技Bili（技能員）

石hiii啓一-郎 (S54.`1-s62.7）

梅本一男 (S62.`1-7）

ﾄﾞ打忠重 (lⅡ0.4～1114.3）

成1;ＴｊＨｉ素 (11山1.4-1{15.5）

元材友次 (I[9.4-1119.3）

天久其｢11美 (I[16.4-H19.3）

｢'1村勝昭 (ｌｌｌ９ 4-H2０ 3）

安}|｜繁 (IＩＩ９ 4-H2２ 3）

干々ﾄﾞⅡ九州ﾘ） (]115 6-H2２ 3）

桑野漿雄 (1１２０ `l-H22 3）

教崇1MﾂｹﾞiWli助員

横illi美ｌⅡＩ (S62.11-s63」０）

馬場いずみ (S63.11-HLlO）

川」２１１１美了 (111.11-H18.3）

平||｜多 (ＩＩｌ８､4-Ⅱ21.3）

非常iﾘI`締HIli

太''１灘久 (S57.4-s58.3）

｣苫屋忠 (S57.4-s59.3）

｢'１村素山 (S56.4-s63.3）

脇ﾉ|<｜H1次 (S58.4-s63.1]）

林勝夫 (]15.10-]{6.3）

大坪政美 (H5.4-117.9）

渡辺｜ﾘ:１ (H]3.4-Ⅱ13.7）

森信之 (]119.`l～H19.9）

Lll野》 輪 (１１１９.`l～H20.3）

解紫メ (Ⅱ5.4～H21.3）

仲１１１｜浩一 (H8.`!～H22.3）

１１１光雌 (Ⅱ13.9～H22.3）

佐々木昭二|： (Ⅱ1６ 9～H2２ 3）

｢ＩＴｌｌｌ磯喜 (１１１６ 9～H2２ 3）

松ｲ〈筏実 (1118 4～Ⅱ2２ 3）

松本雅道 (１１１９ 9～H2２ 3）

雌IlliiI'1獲識師

竹内謙蔵 (S57.5.8,9）

iﾘIi岡栄 (S56.7,9）

江ｊｍｉ・浩 (S62.2）

上野１t義 (S〔)2.9）

氏イノｉイ|;llMilv1間

毅授

川原琢}鰯 (S52.`1-s55.5）

菊地和雄 (S5６ ルS61.12）

松原茂 (S5７ ４－１{2.3）

..):烏 太郎 (S5`Ｉ `I-ll1.3）

|Ⅱ辺ｊｉＩｌＸｉ (S5５ `'-111.3）

艮智リ (S6３ 4-115.7）

艇谷’1１１ (Ｈｗｌ－Ⅱ6.3）

lｆＩＩＩｉｌ 職 (111 4-116.3）

ii1原田iiiiMl次郎 (116 `l-Hl1.3）

渡辺[ﾘＩ (Ⅱ６ `1-Ⅱ13.3）

岸Ⅱ１川 允 (Ⅱ６ 好Ⅱ16.3）

１
．

１
．
ヴ １１１１’ (ⅡlL4-I118.3）

クミ野ノＬ 久 (H18.`l-H2L3）

iull1IIll桁 (S63.`1-H22.3）

成虚勝 (}11.4-1122.3）

今Ⅱ！｛1%'|｛ (1116.`1-Ⅱ22.3）

illi救授（助数授）

)||原１． 彦 (S53.`1-Ⅱ5.3）

福[Ｈｆ 郎 (S5卯1-112 l）

様（ と (H1.4-1119 3）

竹内１０４． (116.4-1119 3）

【'1山’''1介 (l[8.4-Ⅱ2１ 3）

l刺ＩＨド1W蛤 (S5`1.9-1122.3）

IiIi帥

ＴＩＩ（〕ｎｕｆＩＳＭＣＭｉｕｌＩ【〕、 (１１５.`1-116.3）

mj手

I[l下一｛､|［ (H2.`1-1[3.3）

荒尾仙 (H3.`'-116.3）

弓ｉｌｉｌこずえ (1113.`1-Ⅱ17.3）

AL層 (H17.'１－Ⅱ18.9）
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３．卒業生の数

斐３｛I：度別の卒紫化数

卒業生数一覧

４．

４１１

６Ⅱ

７，

８，

１０，

２１１

３１１

学科の年中行事

：入学式、｜in修指導、新人'|ﾐ歓迎行リド

：キャリアlni縦、学外研修

8/ｌ：国内D}修旅行

9)｜：海外ｌｉｌｉ修旅行、保i巡行懇談会

11月：キャリア面談、学外研修

：卒業研究発炎会

：卒業式、*災茶話会

ｋｇＬﾉsｿ7L/Ｋｙｏ'"Sｕひか几恒'sノノムノ
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〈ｌｉ度
I);けｾﾞ'､)ん

地域I潮境

システム

工学科

fW塊サイ

ン

科

S57ｲ'2度 ６

S58イ’ 度 10

S５９{Ｉ 度 ８

S60f1 度 1１

Ｓ６１イＩ 度 1０

S62イＩ 度 １０

S63イＩ 度 ５

111イＩ 度 ６

l{２｛’ 度 2２

Ⅱ３イ’

』
貝
１

４１

Ｈ４イ’ 度 4１

}１５｛Ｉ 度 5０

Ⅱ６イ１ 度 5８

Ⅱ７{|{度 4６

｛１２度
|Ⅲ|光学

科

地域瑚境シ

ステムＩ:学

ｉ１

環境サイェ

ンス学科

H８年度 5６

Ⅱ９年度 5７

Ⅱ10年度 5６

Ⅱ１１イ'三度 5４

1112年度 5４

１１１３４ 度 4１

Ⅱ１４年度 3５

Ⅱ１５年度 2０

Ⅱ１６｛'三度 ０ 3０

Ⅱ１７年度 0 ２１

'118ｲ|Ｉ度 ０ 3３

Ⅱ１９年 ０ 2７

Ⅱ２０年度 0 １ 1９

l{２１年度 0 0 2１

合計 697 112 4０
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５．その他

当学科の特色として､海外と国内におけるIHI発や環境保全の現場及び洲施設などを見学する

ことによって、繊義内容をより深く理解するとともに、英会話を実地に体験することによっ

て国際的感覚を身につけさせることを目的して、３年次の夏休みに海外研修旅行、２年次の夏

休みにlIl内研修を実施している。花な研修先は下記の通りである。

《海外》

タイ、フィリピン、インドネシア、シンガポール、マレーシア、中華民国、アメリカ西海岸、

フランス、オランダ、イギリス、イタリア、ギリシャ、オーストラリア、ニュージーランド、

韓国、ハワイなど

《国内》

佐賀、ｉＡ岡、長崎、熊本、大分、’'''二lなど

取得可能な主な資格

ビオトープ施工管理士（ﾆﾋ木・管二にｌｌｉ・造Nilなど）、illl量=|ごilli(実務経験１年でｉｌＩＩ量士)、

管理士、生物分類技能検定、「l'学校・高等学校教諭１種免許（数学）

Ｋｌｗ５７７ＬＭ<ﾉﾂﾞ､ｱﾘＴｓＵＬﾉ、o短v巧”
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環境化学科と生命物質化学科の歩み

工学研究科環境システム学専攻甲斐原梢

「開発と発展」の２０世紀から「環境と共生」の２１世紀へ向かおうとする昭和５４年４月、手痛

い環境汚染の体験から着実に環境再生を実践する北九州の地で､工学部の111にありながらも、生物．

生態系に関する知識と柔らかな感受性をもつ人材を育てることを目的とする、全国的にもユニーク

な学科として共立大学工学部環境化学科は設立された。

環境化学科設立年度、昭和５４年度の教員は、山本|脇、遠藤敏脈、秋貞英雄、吉川博道の教授１

名、助教授（准教授）１名、講師２名であった。更に、次年度の昭和５５年度には、片山平、梁井

光二の教授２名、坂田久子、高橋裕子、渕上資美子の助手（助教）３名が加わった。昭和５７年度

に環境化学科第一|回|卒業生を送り出した際には、一番ケ瀬尚、ｌｌｉｌ代勇司の教授２名と森田士郎が助

教授（准教授）として新任され、助教授に昇任した秋貞英雄、吉川博道、更に、渕上貴美子に加え

て、新任された古賀直子、薇木美智子、馬塲満子、松村美紀子の助手４名の合計１４名からなる教

員組織により、一般的な化学関連科'三|に加え、生物学、微生物学、分子生物学、更に、環境関連領

域の科目についての教育を受け、環境計量士や公害防止管理者の環境関連国家資格、危険物取扱者

資格、更に中学校・高等学校の理科教員の資格取得を|=|指した６名が社会に巣立つこととなった。

それに続いて、昭和から平成に元号が変わった平成元年度までに各々、９，７，９，１４，１９，１６，

２６名の学科卒業生が送り出された。その間の教員の新任、昇任は以下の通りである。昭和５９年度

に古賀寿子、木付lli1i美を助手、昭和６０年に木下良子、山角志保子を助手、更に石柵喜一郎を技能

員、昭和６１年度に、西尾悪里子を助手、福原秀雄を技能員に新任。昭和６２年度には、森１１１士郎

が教授昇任、藤(長)晋子と日高秀夫を講師新任、萩尾真由美と宮崎菖子を助手新任。昭和６３年度

には、秋貞秀雄、吉川博道が教授昇任、藤晋子、日高秀夫が助教授昇任、吉満斉を識師新任、更に、

平成元年度には、生田みどり、山崎(竹内)溌代が助手新任となった。

平成２年度から平成１３年度に至る１１年間は、当時の時代的な背景もあり、各々、４０，４８，４５，

５０，８６，７８，８１，８２，８４，８８，８６，７１名と比較的多くの学科卒業生を８研究室から送り出すこと

が出来た期間である。教員体制は、平成２年度当初、秋貞英雄、田代勇司、森田士郎、山本陽、吉

川博道、藤晋子、日高秀夫、吉満斉、生田みどり、木下良子、土井恵子、西尾恵里子、山崎澄代、

茅田美華子の教授５名、助教授２名、講師１名、助手５名、技能員１名で柵成されていたが、新任、

昇任、退職等の教員異動も蹴繁であった。以下、新任、昇任による教員異動についてのみ記す。平

成３年度に宇都宮裕子、大久保(篠'11)美智代、正木(西|]])真紀子、平成４年度に大江(武井)紀子、

及び平成６年度に木山貴子、米村和恵を助手に新任。平成８年度には、長晋子、日高秀夫が教授昇

任、更に、島B[|沖巳を講師、西田(栞原)順子を助手に新任。平成９年度に吉満斉助教授昇任。平成

１１年度には、松口龍彦を教授新任、島田淳巳を助教授昇任、山平寿智を識師新任、市木弥生、井

手口佳子、外薗llli紀子を助手に新任との経過を辿った。

学部学生に対する教育研究活動に力Ⅱえて、教員の一部は、平成１３年４月の共立大学大学院工学

研究科設置に伴い、大学院博士前期課程で環境システム学専攻環境ライフサイエンス系の教育研究

を担当することとなった。更に、平成１４年１２月には、大学院工学研究科博士後期課程の設置が

認可され、環境・都市システム学専攻の環境(ｉｌ造システム領域での教育研究についても担当するこ

ﾍﾞﾉＷＳカッパ>gmR5ULﾉj"ﾙﾛﾉ="ｇ
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ととなった。

一方で学部教育に関しては、他人学でも|司様のIulilrIが見られていたが、平成１４年度から､１４成１

９年度には、６１，４７，３３，３６，２６，３４と推移する学科卒業生数にも現れている様に、二[学部の学生

数減少傾|「,Iが顕替になり始め、学'1錫jL集等、対策にllflIbiした時!！}でもある。教員組織についても、

退職者の後任採川人IＩＦの滞りが|］)fち始め、特に戦授、助教授、或は、ｉ;櫛HIliにより主寧される８研

究室全てでの1町1之任１Ｍは囚jMiなlli態となった。平成１４ｲiz度当初は、秋貞英雄､長晋子、１;IiⅡi純史、

松口龍彦、森l{Ｍ:郎、吉111博近、iIiiiMj斉、島111沖Ｕ、）|:平、佳子、ｉｉｉ水弥'iﾐ、竹内澄代、llli尾忠里

子、西HllIlii二j<、Ｉ)WIIl真紀子、外I1MiIIli紀ｆの教授６名、助教授２名、助Ｔ７名の構成であったが、平

成１６年度に添lll孝彦、古賀克己、１１１斐原梢の教授新l1H、平成１７年度にIllI11雄二の識師新任と西

}H真紀子の識｢iIli｝i〔任、平成１８ｲl晶皮に竹｢'1補行、林雌康彦の准教授新l1H、更に平成１９ｲ'２度の栞原

||『i子、西尾恋M1fの講師昇任超経て、環境化学科としての最終年度となった平成１９年庇には、秋

貞英雄、［'１斐lli1｜lli、古賀克己、Iillll純史、竹ｒＩｌ桁行、林蕊康彦、柴Ⅲ;１１[lIrlj2、［、ＩＩＪ雄二、ｉｌｌｉ尾恵里子

の教授４:i'１、朧敬授２名、講師３名の構成での教育|ﾘﾄ究休制となった。

工学部の受験希望者、入学希望行数の改善を図ることを目的として、］芒学部各学科の内容が見直

されたことで、、｢成１７年４月より、環境化学科は(|;命物質化学科として改組され、従来の環境関

辿の化学、４１呈物祇域の教育研究に力Ⅱえ、食品術41二iIri域の教育・研究を行う学科としてⅡilll苑を行っ

た。環境化学系コースと食1W,化準系コースのカリキュラム設定により、従来の環境化学科で取得可

能であった環境了;|･ili士、公害防Ｉ上iYiiI1l1者、危険物llY扱者に加えて、食,'Ⅱ'１衛生管理者、食,ｌｉ１Ｉ,術化監視

貝、食品衛生Lf任者の国家資格取１１}が可能となり、従来より取得可能であった中学校．i(Ii等学校の

理科教員資格とjliに、卒業生の就Iliii等に更に有利な条件が整えられた。

しかし、発足したばかりの21:命物質化学科は、fMlllの詳細は不lﾘIのままに募集停1kの決定がなさ

れる事態に立ち希り、平成２０ｲ|晶庇に２０名の最初の卒業生を、醗後の環境化学科卒業41二３名と共

に、秋貞英雄、’'１斐原梢、iii賀｣,［LL、林葉M〔彦、Illlll雌一、四足恋Il1j盆の６名の教員により送り出

し、学科としての最終年度となった』|上成２１年庇には、秋貞英雄、111斐原梢、林葉康彦、准教授に

昇任したnllll雄－２、西尾恵111子の５名により１５ｲﾉiの卒驚生を送り１１)した２年間だけの存続に止ま

り、３１ｲﾄﾞＩＩ１ｌの環境化学科とそれに続く生命物質化学科としての使命を終えることとなった。結果

として、送りⅡ{した環境化学科卒漿L'二の総数は１１８５名、生命物質化学科卒業生は、残念ながら

３５名にlこまった。続いて工学lIillとしての最終年腿を迎えた平成２２｛|:度には、大学院I:学研究科

へIil斐原梢、’０１じ柵原学園内のﾉL州女子大栄養学科牧授へ林葉康彦、juI/:大学各学部の-.股教養科

'三1や新たに導入されたキャリアデザイン科目を担当する救育組織である共通教育センターへII1IlI雄

二と西尾恵111j名が異動し、各々、新たな所属先で教育研究に当たると｣(に、生命物質化学科や大学

院工学研究科環境システム学専攻や環境・都市システム学専攻ijlLI鎖に伴う残務整理を行った。

Ｋ:ＷＳカッパigD帷ＵＵｎﾙＦ/ｓ１Ｔｇ
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｢エ学部お別れ会」の報告

「_[学部別れ会」が，」'4成２３年Ｚｊ１Ｉ９１÷1にﾉL州共立大学日｢|]が丘会館にて|;M催された。この会は、

'二学部卒業生と|[|戦職員に対して、］:学部の状Uilを説IﾘＩすることを第一の'三|的として行われ、イ'三皮末の

忙しいＩIｹﾞﾙ'にもかかわらず卒堆21二]61名、｜日数職員２５名、現職教職員80ｆｉ（1毛学部４３名、他学部３７

名）、学'|ﾐ約45ｆ,、計約３１０名が参!Ⅲした。

「工'１A部お別れ会」は、環境｣ｪ木｣二学科の牧/(l戦授が総合司会を務められ、卜記に示される式次第に

沿って行われた。まず、柵Ili学長の挨拶で始められ（写１０４－１参照）、続いて小島工学部長より本会の

趣旨説1ﾘlが行われた（写真－２参照）。趣旨説|ﾘ|では、LlL成20年４ﾉﾘに全学科の学生弊喋を惇lこした段

階で、イi1学生には,iIiIﾘ｝会を|＃ｌＩｌｌ北、保i巡者には後援会の総会や本学や各地の係１糎者懇談会で説1リル、卒

漿化に対しても同窓会の総会や各支部での総会で説明してきたが、|iil窓会の総会や支部総会に米られた

力は残念ながら１万有余の卒業生のほんの一部の方であることから、大学として、ill能な限り多くの卒

蕊'１二の方にきちんと｣二学部の状況をiiltlﾘＩする必喫性が強く認識されたとの説lU1があった。それから、工

`Wi部の教Ljや学踵との協議が↑jわれ、Ｉﾕ学部の状況を文Ｔｌﾄﾞで知らせるとともに、会を設けてそこで,説明

をすることが決定された。これを受けて、同窓会「日''1がnt」に協ﾉjの依頼をしたところ、「令1m的に

協ﾉ〕させて頂きます」との暖かいお言蜷を頂き、｜ｎＩ窓会の名簿を使わせて頂き卒業生に述絡することが

１１能となった｡さらに､在学21{に対しては､学生と教員の代表が入った]弓学会という組織体で検討され、

「寂しく後ろ向きな会であれば､そんな会はしない方がよい｣や｢(､[か建設的な会であれば参加したい」

という葱児が出された。いろいろと識,iiiiをIFねて、工学(|lの卒業生の先錐で樅|:会において活躍されてい

る方にiilNiiiiiをして［にうとの感見でまとまった。

「工学部お別れ会」式次第

'111#：､|乢成２３ｲｌＩ２月１９１１（｣ｪ）１５：00-19：３０

場所：ノL州共立大学白111ケ､:会館４階多'三Ｉ的ホール（識iiii会と説lﾘI会）

ノL州共立大学'411'1ケ､:会館１階食懲（懇親会）

挨拶と趣扁説明

［学会識祇会

iiii題：「BM境と建設技術のM1{合で挑戦し続ける

－妙を持ち継続することの大切さ_」

i満師：原裕氏博士（｣:fj4）（|/i;fItノミ学）

｜］本述設技iilIi株式会；l：代表llR締役社腿

ノL州jLif大学l:学部Ｍ（｣ﾕ学科２回ＬｌｉⅡ(ｌｈｌ４７〈|(3)］３１１１卒腱

１．

２．

休憩

［学部の歩みと廃)''1に関するﾙｌＩｌｌと画駈応答

休憩と移肋

懇親会

．，粋,会挨拶

゜献杯

･来賓挨拶

。にⅡ,,,溌笑

,MLi会の挨拶

●
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Ｃ
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ＩｌｉＩ窓会に柵師を推１１mしてiriき、土木l:'iJi科２１''１'|(で、述,没llL1係の会ﾈ|:の代炎l1Y締役社災を務めておら

れる原裕氏に、「['樅会講iiii会」の識ＨｌＩｉをお願いした。このような絲緯で「l:'股部お別れ会」がｌｌＩｌＩｉｌさ

れることがIiIilⅡ1された。原裕氏による「１２学会識iii〔会」が「環境と処,没技術の融合で桃IiU(し続ける－夢

を持ち継続することの人切さ_」と越して行われた（写A0L-3参照）。これに'１Mしては、本誌の「､１４成

２２{|i度兀'１４会講減食について」を参照されたい。

小島一ＩＴＷｉｌｊ長より｜:学部の歩んできた道を振り迫I)ながら、‐'二学部学z'三募集ﾄjjl上に至る経緯とその後

の釛向などについて,iIt明があった（写104-4参11(1)．昭和4ユイi:に４学科で開設された工学部の歩みに関

して、前､|〈の20年ｌｌＩＩにおいて第２学念から第８'１２行までの竣Ｌによる施設の充兆や昭和４８年度からの

人学定員の墹員、１１/|和５４年４）lに環境化学科と|ﾙ|苑学科の１１１１段など、［学部の発展の歩みがパワーポ

イントのfr料（図－１参照）を''1いて説lﾘ1された．１１<{和6コイＩｉ１史以降の第２次ベビーブーム'１t代が,}１校を

ｆ業するのに伴う学'|{数のlivi人と工学(|lを曜礎とした入学|塊'１学研究科のＩｌＭｉ没、二大学統合構想などの

I:学部がもっともIiiliいていたⅡ卿！'の紹介があった轡二大学統合構想の'''1ｔ後、［学部では急激に進む少

ja化や符行の理工系離れなどの危機意I識が高まり、二人学統合案で作I)上げた'1A科改組聯の改革を推進

すべきとの怠見でまとまり、Ｗ【成１７ｲ1ﾘi1iに２学科の改ﾎﾟ１１と３学科のfi称変史を行った。しかし、、１K成

１４年度以降から継続的に入学定員未充足が続き、、｢成１９ｲli4月に環境サイエンス学科（||｜1発学科）と

'|i命物質化学科（環境化学科）が学生蕊集を惇||きした。残る４学科をIiii提とした'二学部組織改革と１:学

Hllの教育体lli1lを充兆させるための方策が検討され、ｌ学部ｌ学科の環境工学部環境Ｌ学科（仮称）が､|止

成１８年１２）1に大学改革検討委員会に提,Kされた．だが、この案では定員確保が確実なものではないと

'''１，li会で''111断され、、'4成]ﾜｲ1：５月２９１１のIM1z{；公で'二学部すべての`秤:|の学'|；弊集を平成２０年皮より

{';PIl芒することが決定されたいＷｌ２墓ilWIl後の１:'jを部の1li1Ⅱｲﾘが餓後にiiil明され、質疑応需が行われた。

ThYn＄出［

写真－１福原学長の挨拶 写真-2小島工学部長の趣旨説明

写真－３原裕氏の講演写真－４小島工学部長による説明
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エ学部開設から２０年間 九州共立大字大学院工学研究科の開霞
、なら囚pgmEの率＄…些墾士士字＝…囮呼qP全……

□Eついてq甲■■■■の■■でもあった廷と.本字２Ｍｲ弱□■璽己
ロ旧すｌＬｊＬ紺巾に位■していること・■市内にエ甲何廊円ご持つ大可⑬－校
のみで■ること。■■他に対応して■早生の大字■■甲■可■にすらこと⑨
巴エ宇田5G回の■■■由として・平田１２年７月に■■■可を申■した。ｇ月
末の白的■左を■て、１頭２１日付けご■■■可を■て、大字■エ字■究科
は平日113年４月陳■■q･仔苣
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シズ子上宇■画

２２L亜空■■ﾆロ、
８②⑨“句⑪艶匁郷皿”ロロn

年■
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工学部の字科改1日および学科の名称変更：Ｈ､１７年
三大輻白の中止によヮ大柘な甲■日日の■画や内■のロロ瞠上二Ｆ■酋写

が道ｂ610なくなるとのは■■■伺ったエ宇回は．９■Ｐ■院已、少子化によ
る１８■人ロの淀少や若年■の■エ殿■OB⑪■■に■Iして､印こむ￣■庖丁“②
■であると強く■■した．このため、三大孚臣白■で作り上唾企字画雪空宇今
直草宅岱迅すぺ■との■几で左と広った．Ｚのは白改革の＝本的な心え方陸
腫来･エ宇分■はそ泡型T2が凸宣し企■丙但竺ニニゼニー割■内としていたｶﾍ
２１世丘に包ける伎宙1t｡では■白■テクノロジーへの＝■“切迫してヨワ．■
■Ｃ■壇に■=1.か盤＝■が■■倉OBでいろ』ことである。

‐国偲エ手間の年金■毎を停止し、■■■子伍肛エ平科ＣｒＲＵ子⑨毎守亜河せ
た「メカエレクトロニクス学Ｆ１仏宇定■65句』ご■由■■

‐ハード全体⑩田釘田子笛匡？色＝￣＝こ全し。文尿的一一画、入札比画圃字
科仏駒ｍ６ｓＢＤＪを■白■■

・土木エ字凹垈伊市の■■および円■■ご■が■んになり。伍市の伍回心守り．
■打するためのシスデ』Bの■■毎■■■OBていら±■．『掴巾システムエ孚口
叺宇室■６５名）」Ｆ○世■ｒ

‐IbXI理俎システムエ孚碩1匹その名町で■平阿の円臼が分かりにくいたい「掴
ＩＪＩサイエンス5t科叺転日６０⑪Ｊｍｚｒ■■

・巴壇化弓銅座五年．文且巴白ｂ■■⑪空色色や色色色匠牡全一＝e□頃まって
□たことから｡白＆■■の、■内■■窟■白世巳ためｏｒ生命箇岡化孚同’八甲

､「･弘｣宝■B⑥垂DpDEニヰロロ.

エ学部開設後２１年～42年
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エ宇部組織改革とエ字翻の教育体翻
エ学部の学生募集停止

・平風１７年■に之学科お竺色上暉旦謹n＝空学口■■ぽつたちへ６早口すべて
■■■垈俟エレ企･スポーツ早巴の囚■■可に■して陰丘早毎メカエ
レクトロニウス甲外倍■早科、⑥巾システムエ5町斗．■■サイエンス5吋４．
ヨー旬臼化５噸の入早定ﾛ比の平均がｑ７囹宋■となっていることか色今役
回り室■客巳の写り方について鰯Ｔること」との■■ｍ■が付された｡

。早■17年１２月ｚ１日月■さ1ｍし■Ｔｍ＝★宇目p■垣世■■｡にで、その良■

白のもとに九州共立大孚エ宇函囮■伎肘小■且白（■曰艮８＊究国■プラン

ナー白田■何m位■、の段■が＄■忘払エ年■田、について拭醐巴■ね里
毛｡■泉．名■、■ご行っても入宇■⑭酒少が止広ＢＶＫ９笹の月こしｅ立た
ない回｣黙サイエンス孚科と生白面E3化S2FIのＺ孚科悪平国19年度から騨圃塵
傅止するｚと壱平■18年７月「ぬ直し企

◇■ら４字画空＝ヨレ山全＝宇目■Ｅ垂垈とＴ守笘～ニーサニー宝=ぎせ＝全

②⑭方■ご■世するためにエ享團ビジョン偲回酋卸平虫1二年Ｓ旦包⑪ロケロ

■、＄た。この■且曲陰■力、に作■■■⑯．■■■で竃芭■ご■との上
げた。そ印血キーＥして．その目■の6,回早且から早且二■し､』て．１s剤図
１尋Ｆ１の圃墹エ与国Ⅱ田I､工孚F１（画！$）が平成１８年12月に女年麺E■世■

,:.■血に■田白扣左。、ｒ咄い，,

平配19年５月２３日の■Ｐ会で決定

本字エ学部屋、■以来40年の良きに亘、
放官・研究に■■し０多政の有あな人材円成
に■めて□た．しかし。近年の１８■人口の
Ⅲ少。■エ系函8という秒ごb的珀HUの空位の
中で平囚１０年■nt■には入牢石■の滅少が
釦■し。平田１４年■からは入手定只宋充足
の状況が■い仁
このため０宇科名称の西旦守璽⑭西垣Ｆ
“■■サイエシユ写再空よび生命ゆ■化孚
科の宇生＝已停1トン■□電卒，敏百改革患寅
■して■た圦入手足ロの充足事の■少に■
止めをかけることがで＄我このたびエ学Np
４日間｡の孚生■藁の停止E決面し起

一ィＩｑ－１ｑｌｌ｡!-..J,｡●.。､.j'.，．--

募集停止以降
・宇生ｒ■のＰＬｕ■大字政が■■■■■のもとに江宇野位的小

昼且■』が■■古払■エ宇扇■の■たな伍官巴■■蹟の伎肘がな
さOB上

･北旬九州の■■に対応した曰■な■毎壱中心とする字臥生■田■
におけるリーダーとなり円らエ印マネジメント■毎甲匡匹写疸已瞠

おいて必要と古血乙四牢王学■低字面などの可屈性に■して伯別が行
わ$BＬ

。しかし。０５手記の疽色IF田するまでには臣ら餌また紐■的に■⑪立

つよ己包工学祭、写Ｔ空■■▼ろことは田月点では■しいとの再田

がなさOL．ご企匂疸正申票孚暫のロュニ■ＣＱ･か

◇■色８７名の4年生が在■し。■字と卒頭研究に■弘司、を
目田してろ．在学牛邨金■牢＝した■豆で工早弩は■唾の甲■

官になる．在字生ＢＴ名全■却皀字｡ｍすらと．エ字句全鞆

、生は１０〃Z９名となる。
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末来に向けて
｡■鶴的幻月に字との回わりと支擾

･活発なﾛﾛ庖会活動による牢室生のネットワーク作り

･■エ孚鍋宇部の再生

ゾ物づくり．､■■顕旧のqﾚﾌﾟMH市に立地

了科早め■B万■毎日型Ｔ日本

ゾ館陣碩墳間四通爲決する巫戻な頁竃h例斗中旧R衝の兜■

ザ辺王早ご竺勺室Ｅ＝中竺■■的空■ｈ

、患
卒業生のカー同窓会､則蘭の強化

､．｢Ⅲ￣ｈ且ﾛﾛｰｰ.」勺一・｡』｡0コ

図－１エ学部の歩みと廃部に関するバワーボイント・スライドの抜粋
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